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スマホで広報おやま
が読めます
QR コードを読み込
み、アプリ「マチイロ」
をダウンロード

「小山市
  facebook」
おやまの最新情報
を随時配信中 !!

絹義務教育学校が第49回博報賞
（日本文化理解教育部門）を受賞しました
活動タイトル：9年間を見通した「ふるさと学習」による
伝統文化を尊重する児童生徒の育成（本場結城紬を教材
とした伝統文化学習）。博報賞とは、（公財）博報児童教
育振興会が児童生徒の「豊かな人間性育成」に尽力した
学校・団体・教育実践者を顕彰するものです。
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・支出済額や支出済率は実際の現金支出によるものです。公共工事などの多い土木費や農林水産業費などは、
  契約後、着工してから支払いをするまでに期間があるので、支出済率が低くなっています。

問財政改革課
☎22–9333

●予算額　6,250,154 万円／収入済額　2,616,768 万円（収入済率 41.9％）

●予算額　6,250,154 万円／支出済額　2,437,521 万円（支出済率 39.0％）

歳

　出

支出の種類 予算額（万円） 支出済額（万円）

民　生　費 子どもやお年寄り、障がいを持って
いる方の福祉のためのお金

1,939,787 
（12,248） 719,543

土　木　費 道路や公園の整備など、まちづくり
を行うためのお金

735,963 
（49,631）

123,650 
（26,918）

総　務　費 市役所全体の仕事、戸籍や選挙のた
めのお金

613,306 
（6,517）

267,878 
（1,124）

衛　生　費 健康診断や予防接種、ごみの回収処
理を行うためのお金 555,170 205,513

教　育　費 小中学校の教育施設の整備や文化向
上のためのお金

695,401 
（170,962）

240,639 
（65,220）

商　工　費 商工業の振興のためのお金 546,058 370,951

公　債　費 借入金返済のためのお金 639,137 320,195

農林水産業費 農業、林業および水産業の振興のた
めのお金

240,353 
（4,454）

49,346 
（1,971）

消　防　費 消防署の運営、消防施設の整備のた
めのお金 201,014 86,922

そ　の　他 議会費、労働費、災害復旧費など 83,965 52,884

予算額

支出済額

支出済率 37.1％

16.8％

43.7％

37.0％

34.6％

67.9％

20.5％

43.2％

63.0％
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小山市の財政状況
平成30年度上半期（平成30年 9月30日現在）

歳

　入

収入の種類 予算額（万円） 収入済額（万円）

市　　　税 市民税や固定資産税、都市計画税、
市たばこ税、軽自動車税などの税収 2,874,555 1,693,959

国庫支出金 国庫補助金など、市の特定事業のた
めに国から交付されるお金

851,915  
（67,212）

276,885 
（651）

市　　　債 大きな事業などを行うための財務省
や金融機関などからの借入金

651,000 
（115,290） 110,490

諸　収　入 貸付金の回収金である元利収入や雑
入など 525,587 28,773

県　支　出　金 県補助金など、市の特定事業のため
に県から交付されるお金

451,841 
（14,285） 60,472

繰　越　金 前年度会計から次の会計年度へ持ち
越したお金

137,668 
（47,025）

138,111 
（47,025）

地方消費税
交付金

地方消費税のうち県から交付されるお金 196,500 106,743
社会保障４経費に充てられる増税分 137,500 75,510

地方交付税 最低限の住民サービスを維持するた
めに国から交付されるお金 130,000 20,678

各種交付金 地方譲与税交付金、自動車取得税交
付金、利子割交付金など 121,923 44,002

繰　入　金 財源不足を補うための財政調整基金
や、特定目的基金を取り崩したお金 20,724 0

そ　の　他 分担金および負担金、使用料および
手数料など 150,941 61,145

0 50 100 億円200 250150
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　市民の皆さまから納めていただいた税金や、国や県からの交付金・支出金、市債（市が借りているお金）
などがどのように使われているかを知っていただくため、毎年、財政状況を公表しています。今回は、平
成 30 年度上半期の財政状況をお知らせします。なお、表の金額は、1 万円未満を四捨五入したものです。
※下段の（　）内は平成 29 年度からの繰越事業費です

50.1％
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基 　 金 804,446 万円 土 　 地 3,737,341 ㎡

出 資 金 207,828 万円 建 　 物 445,611 ㎡

債 　 権 427,241 万円 山 　 林 並木杉 1 本

●市の財産

●特別会計の状況

会　計　名 予算額
収入済額
支出済額

国民健康保険
（事業勘定）

1,699,800
694,541
633,223

介護保険 1,096,750
436,151
434,315

後期高齢者医療 168,360
59,203
61,529

病院事業債管理事業 78,590
34,300
34,300

墓園やすらぎの森事業 5,570
7,673

912
与良川水系湛水防除
事業

4,000
572
457

農業集落排水処理事業 62,570
3,558

27,399
小山東部第二工業団地
造成事業

65,860
0

14,757
テクノパーク小山南部
造成事業

30,760
470

1,132

公共用地先行取得事業 2,800
0

1,396

公共下水道事業 557,089
80,857

194,416

（単位万円）

平成 30 年度上半期小山市の財政状況

◆一般会計　　　4,833,828 万円
◆特別会計　　　3,628,472 万円

　市債残高については、今後は新庁舎建設などで一
時期増加すると見込まれますが、市債管理計画に基
づき市債残高の抑制に努めてまいります。

特別会計市債 現在高（単位万円）

公共下水道事業債 2,715,330

農業集落排水処理事業債 457,134

病院事業債管理事業債 390,132

墓園やすらぎの森事業債 16,878

小山東部第二工業団地造成事業債 5,830

テクノパーク小山南部造成事業債 35,980

公共用地先行取得事業債 7,188

●市が借りているお金

◆企業会計
　水道事業会計　　559,096 万円
❖全会計の合計　9,021,396 万円

水道事業●企業会計の状況

損益計算書（単位万円）

営業収益 129,155

営業費用 97,536

営業利益 31,619

営業外収益 6,457

営業外費用 6,128

329

経常利益 31,948

特別利益 394

特別損失 0

394

当年度純利益 32,342

前年度繰越
利益剰余金 0

その他未処分
利益剰余金 142,021

当年度未処分
利益剰余金 174,363

貸借対照表（単位万円）

固定資産 2,005,794

流動資産 650,426

資産合計 2,656,220

固定負債 536,580

流動負債 44,867

繰延収益 296,321

負債合計 877,768

資本金 1,259,656

剰余金 518,796

資本合計 1,778,452

負債資本合計 2,656,220

●市税の状況

税　目 予算額 収入済額 収入済率（％）
市 民 税 1,260,077 581,146 46.1

固定資産税 1,263,596 899,327 71.2

都市計画税 176,076 126,542 71.9

市たばこ税 136,830 51,409 37.6

軽自動車税 37,943 35,520 93.6

入 湯 税 33 15 45.5

計 2,874,555 1,693,959 58.9

（単位万円）

※ 167,820 人は平成 30 年 9 月 30 日現在の人口推計

１人当たりの市税負担額は？
171,288 円

（市税予算額 2,874,555 万円／人口 167,820 人）

１人当たりに使われるお金は？
372,432 円

（歳出予算額 6,250,154 万円／人口 167,820 人）

市民１人当たりに換算すると？

※栃木県南地方卸売市場特別会計は、平成 29 年 9 月
30 日の市場事務組合の解散に伴い、小山市が 2 市 2 町
より事務委託を受けて新たに設置しました

栃木県南地方卸売市場 5,540
1,028
2,702
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問市民生活課☎22-9278小山市中学生ケアンズ派遣団報告記

小山中　　　舘
た て の

野　絢
あ や ね

音・渡
わた な べ

辺　恭
きょ う か

華・羽
は が ね

金　譲
じょう

小山第二中　河
か わ ち

内　心
み か な

奏・伏
ふ し み

見　葉
は づ き

月
小山第三中　佐

さ と う

藤　芽
め い

以・片
かた ぎ り

桐　綺
き ら

羅・浦
う ら の

野　遥
はるか

小山城南中　神
かみ な が

永　七
な な み

海・藤
ふ じ ま

間　理
り さ

沙・小
こ ぼ り

堀　愛
あ り な

生
大谷中　　　磯

いそ

　夏
な つ み

実・工
く ど う

藤　雅
ま さ こ

子・森
も り た

田　華
か り ん

鈴
間々田中　　小

こ い で

出　幸
ゆ き な

奈・伊
い と う

藤　来
く る み

実・末
すえ な が

永　大
だい す け

祐
乙女中　　　山

やま ぐ ち

口　羽
は な

生・末
すえ よ し

吉　美
み か さ

花咲
豊田中　　　鈴

す ず き

木　樹
こ の か

香・岡
おかいずみ

泉　怜
れ み

実
美田中　　　田

た ぐ ま

熊　玲
れ お な

緒菜・茂
も ろ

呂　和
わ か な

奏
桑　中　　　星

ほ し の

野　明
あ か り

里・伊
い と う

東　奈
な え

江・谷
や た べ

田部　真
ま ほ

穂
絹義務教育　佐

さ く ま

久間　そら・藤
とう ご う

郷　姫
ひ め こ

子

◉
市
役
所
訪
問

　
ジ
ョ
ン
・
シ
リ
ン
グ
議
員
か
ら
の
挨
拶
の
中
で
ケ

ア
ン
ズ
市
と
小
山
市
が
姉
妹
関
係
を
保
つ
た
め
に

行
っ
て
い
る
様
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ケ
ア
ン
ズ
市
役
所
訪

問
で
、
今
ま
で
続
い
て
い
る
ケ

ア
ン
ズ
市
と
小
山
市
と
の
友

好
関
係
の
深
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の

か
け
橋
で
も
あ
る
派
遣
団
の

一
員
と
し
て
、
責
任
を
果
た
せ

た
事
は
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
そ

の
関
係
が
永
く
続
く
よ
う
に

小
山
市
民
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◉
学
校
生
活

　
全
員
が
英
語
で
話
し
て
い
る
た
め
、
話
の
内
容
が

ほ
と
ん
ど
分
か
ら
ず
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
バ
デ
ィ
が
、「
わ
か
る
？
」
と
聞
い
て
く
れ

た
り
、
先
生
や
友
達
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
簡
単
な

単
語
で
教
え
て
く
れ
た
り
し
た
の
で
、
少
し
ず
つ
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
慣
れ
な
い
環
境
に
戸
惑
う

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、バ
デ
ィ
や
友
達
、

先
生
方
が
私
た
ち
を
温
か
く

迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
で
、
二
日
間
の
学
校
で
の

研
修
が
、
充
実
し
た
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

◉
語
学
研
修

　
先
生
と
生
徒
の
仲
が
と
て
も
よ
く
、
分
か
ら
な
い

こ
と
や
質
問
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
積
極
的
に
挙
手

を
し
て
、
先
生
に
質
問
を
し
て
い
る
場
面
を
よ
く
見

か
け
ま
し
た
。日
本
の
中
学
校
で
は
、恥
ず
か
し
が
っ

て
な
か
な
か
先
生
に
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
も
多
く
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
の
授

業
に
対
す
る
姿
勢
を
見
て
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と

感
じ
、
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
特
に
体

育
の
授
業
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
私
が
挑
戦
し
て

う
ま
く
い
っ
た
と
き
に
は
、
生
徒
が
一
緒
に
喜
ん
で

く
れ
る
場
面
な
ど
が
あ
り
、
心
が
通
じ
た
気
が
し
ま

し
た
。

◉
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験

　
僕
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
広
い
庭
に
プ
ー
ル
と

ジ
ャ
グ
ジ
ー
が
あ
る
家
に
住
む
K
o
m
a
k
i
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
、日
本
語
が
通
じ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
研
修
の
目
的
は
英
語
力
を
上
げ
る

こ
と
、
生
き
た
英
語
に
触
れ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

出
来
る
だ
け
英
語
を
使
っ
て
会
話
を
し
て
ほ
し
い
と

お
願
い
し
、
慣
れ
な
い
英
語
で
の
生
活
が
始
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
K
o
m
a
k
i
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
出
会
い
、
様
ざ
ま

な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
、
英
語
を
話
す
と
い
う
こ
と

に
も
自
信
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
経
験
を
今
後
の
英

語
学
習
や
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◉
自
然
環
境

　
ケ
ア
ン
ズ
は
、
都
市
で
あ
り
な
が
ら
と
て
も
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
町
で
す
。
私
は
、
滞
在
中
何
度

も
そ
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
滞
在
六
日
目

に
派
遣
団
の
皆
と
訪
れ
た
グ
リ
ー
ン
島
は
、
世
界
遺

産
の
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
に
浮
か
ぶ
、
サ
ン
ゴ

の
砂
が
積
も
っ
て
で
き
た
島
で
す
。
グ
ラ
ス
ボ
ト
ム

ボ
ー
ト
で
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
中
を
泳
ぐ
色
鮮
や
か
な

熱
帯
魚
や
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
感

激
し
ま
し
た
。
私
達
の
住
む
小
山
市
に
も
誇
れ
る
豊

か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
訪
れ
る
人
達
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
、
私
も
今
後
は
彼
ら
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
大
切
に
し
、
少
し
で
も
出
来
る
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　市では、国際化に対応するグローバルな市民を育成するために、毎年市内 11 校から計 28 人の中学生および義
務教育学校生徒を、英語圏で姉妹都市であるオーストラリアのケアンズ市に派遣しています。今年も、7/10 ㈫の
結団式から始まり、5回の事前研修後、8/22 ㈬にケアンズに出発しました。
　現地では、市役所訪問、ハイスクール訪問、同世代の生徒宅へのホームステイ体験や語学研修、授業に参加し、
生きた英語に触れる中で、これまで身に付けてきた語学力や国際感覚に更に磨きをかけ、地元の人びととの交流
を深めて、8/29 ㈬に元気に帰国しました。派遣団員達による行動の記録を報告します。

ケアンズ空港到着時
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税制改正による平成 31 年度市県民税の主な改正点をお知らせします

問市民税課☎22–9422･9423

12 月は「県内一斉地方税滞納整理強化月間」です
●税金を滞納するとどうなるの？  ～見逃しません！地方税の滞納～
　納税の公平性と税収確保のため、栃木県と協働で徴収強化に取り組みます。納税は国民の義務であ
り、納期内納付が基本です。納期を過ぎても納付がなく、税金を滞納したままにすると、本来納める
金額のほかに延滞金が発生します。平成30年1月1日以降の未納額に対しては、納期限から1月以内は
年2.6%、1月後からは年8.9%で延滞金を計算します。これは銀行などの預金金利よりはるかに高い率
です。督促状を発送して10日を過ぎても納付がない場合は、所有している財産を調査し差押えること
になります。差押えの対象となる財産は、銀行の預貯金、給与や賞与、生命保険、自動車、不動産等
です。また、財産の発見のために自宅や事業所内を捜索する場合もあります。これらの財産調査や差押え・捜索等は、
本人の意思に関わらず法律の規定に基づいて行われるため、裁判所の令状を必要としません。平成29年度は約720
件の差押えを執行しました。平成30年度は9月末現在で約460件の差押えを執行しています。
平日延長窓口　　　月～木曜日17:15 ～ 19:00（祝日、金曜日は開設していません）
日曜納税相談窓口　12月23日㈰8:30 ～ 17:15
●Web口座振替受付サービスが始まりました　～納付は便利な口座振替で！！～
　パソコンやスマートフォンで市のホームページから手続きができます。

◆配偶者控除および配偶者特別控除の改正
　平成 30年 1月以降の所得に適用され、平成 31年度の市県民税から反映されます。
①配偶者控除について、納税義務者（扶養する人）に所得制限が設けられ、合計所得金額が 900万円を超えると
　段階的に控除額が減少し、1,000 万円を超えた場合は適用できません。
②配偶者特別控除について、配偶者の合計所得金額が「38万円超 76万円以下」から「38万円超 123 万円以下」
　へ拡大され、それぞれの合計所得金額に応じた控除額が適用されます。また、納税義務者（扶養する人）の合計
　所得金額が 900万円を超えると段階的に控除額が減少し、1,000 万円を超えた場合は従来どおり適用できません。

【注意事項】
○配偶者の合計所得金額が 38万円（給与収入のみで 103万円）を超えた場合は、扶養の人数には含まれません。
　よって、納税義務者（扶養する人）の市県民税の非課税判定の人数に含まれないほか、配偶者が障がい者であっ
　ても、障害者扶養控除の対象にならないのでご注意ください。ただし、納税義務者（扶養する人）の合計所得
　金額が 1,000 万円超で配偶者の合計所得金額が 38万円以下の場合は、配偶者控除の適用はありませんが、「同
　一生計配偶者」として扶養の人数に含まれます。
○所得控除の状況によりますが、合計所得金額が 28万円（給与収入のみで 93万円）を超えると、配偶者自身に
　市県民税が課税されますので、ご注意ください。

『税に関する生徒の標語』入賞作品 問納税課☎22–9442
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　慌ただしくなり火の始末がおろそかになりがちな年末年始。この期間に火災予防を呼びかけ、死傷者の発生と
財産の損失を防ぐことを目的としています。
　小山市消防本部管内では、平成29年中には73件の火災が発生しています。そのうち住宅などの建物が火災になっ
た件数は33件となっています。平成30年は10月末までに32件の火災が発生しています。前年比では減少してい
ますが、火災が発生しやすい時季となっていますので充分ご注意ください。

「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」（平成30年度全国統一防火標語）
平成30年度年末年始火災特別警戒
12月25日㈫～平成31年1月7日㈪

12月4日㈫から12月10日㈪は第70回人権週間です

●人権擁護委員の啓発活動
　5月から6月にかけて、人権擁護委員が7小学校を訪
問して、「人権の花」の贈呈と人権講話を実施しました。

《世界人権宣言70周年》 みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心～

　市では、毎月第2金曜日に「人権相談」を実施しているほか、必要に応じて人権に関する相談を受付けています。
法務大臣から委嘱された人権擁護委員が、あなたの悩み解決のため、最善の方法を一緒に考えます。相談は無料で、
秘密は厳守します。一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

●人権週間とは
　1948（昭和23）年12月10日、国連総会で世界人
権宣言が採択されたのを記念し、毎年12月10日は

「人権デー（Human Rights Day）」と定められまし
た。法務省と全国人権擁護委員連合会では、人権デー
を最終日とする12月4日から10日までを「人権週間」
として人権尊重思想の普及高揚を図るためさまざま
な啓発活動を行っています。

運動期間中の実施事項
・消防車両による特別警戒を行います。
・大型物販店等での年末年始商戦における火災予防指導を実施します。
・各種イベントで出店される露店への火災予防指導を実施します。

12月11日㈫から12月31日㈪は
　年末の交通安全市民総ぐるみ運動実施期間です
　年末は交通事故が増加傾向にあるほか、飲酒の機会が増え、飲酒運転に起因する重大事故の発生が懸念されま
す。そこで、市民一人ひとりに交通安全思想の普及･浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を
習慣づけ、交通事故を防止することを目的に交通安全市民総ぐるみ運動を行います。

問生活安心課☎22–9283

【運動の重点】
　◇子どもと高齢者の交通事故防止
　◇全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　◇飲酒運転の根絶
　◇午後4時に前照灯の点灯を推奨する「ライト4（フォー）運動」の推進

【交通安全スローガン】　「マナーアップ！あなたが主役です」

問人権推進課☎22-9292

特設相談のご案内
日時　12 月 5 日㈬ 10:00 ～ 15:00 
会場　市役所本庁舎・地下相談室

問消防本部予防課☎39-6657

夕暮れ時は、視認性の低下による交通事故が多発する傾向にあります。特に年末は「見落とし」等に起
因する交通事故の発生が懸念されるため、前照灯を早期（午後4時に一斉点灯）するとともに、夜間の
走行は交通量の多い市街地等を除き、原則ハイビーム走行を徹底しましょう。
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小山市産後ケア事業が始まりました

■利用できる方　小山市に住所がある出産後 4カ月までの赤ちゃんと母親で、次の項目に該当する方
　①出産後の体調や育児に不安のある方
　②ご家族などからの家事や育児などのサポートが受けられない方　など
■内容　宿泊型・日帰り型（1日・半日）・訪問型
　新小山市民病院・市内産院・助産所または自宅にて助産師等によるケアを受けられます。
☆ケアの内容☆
○母親の体のケア（乳房マッサージ含む心身のケア、体調の確認、生活のアドバイスなど）・
　赤ちゃんのケア（身長体重の計測など体調の確認）
○授乳やオムツ交換、沐浴などの育児の指導および相談・その他母親と赤ちゃんの状況に合わせたケア
■自己負担額　一般世帯：利用料金の 2割（市 8割助成）
　　　　　　　市民税非課税・生活保護世帯：無料（市全額助成）
　　　　　　　※双子以上のお子さまとご利用の場合、2人目以降は 1人につき利用料金の
　　　　　　　1/3 程度の加算。お子さまが入院中などの場合、母親のみの利用も可能
■利用回数　　宿泊・日帰り・訪問型を組み合わせて計 7回（7日）
■利用方法　　利用の 4日前までに健康増進課へ「小山市産後ケア事業利用申請書」を提出。
　　　　　　　妊娠中からの申込みも可能。詳しくは市ホームページをご覧ください。

問健康増進課☎22–9525

　「子育て支援日本一」を目指す小山市では、未来を担う子ども
たちが健やかな環境の中で成長できるよう、まず、親にとって一
番身近であると考えられる、祖父母に子育てをサポートしていた
だきたいと、「小山市子育てサポート　祖父母手帳」を作成しま
した。この冊子の活用により、親世代とのコミュニケーションを
深め、祖父母力を発揮してください。
　主な内容は、「ここが変わった！　子育ての昔と今」、「親を支え、
子どもの育ちを見守るために知っておきたいこと」、「地域にも生
かしてほしい　“祖父母力”」などです。
　また、祖父母だけでなく親と子どもを取巻く人びとにも手に
とっていただき、乳幼児へのかかわりに役立てていただける内容
になっています。
　母子手帳とともに配布していますが、可能な範囲でご興味のある方にもお配りしますのでお問合せください。
（市内各出張所でもお配りしています。）

小山市子育てサポート　祖父母手帳
～子どもたちの健やかな成長のために～

問子育て包括支援課☎22–9604

　保育士の資格をお持ちの方で小山市内の保育施設に再就職する方、保育士資格をこれから取得して就職しよう
とする方に、就職準備金を交付します。
対象者　次の①、②のいずれかの条件を満たし、かつ、市内の公立、私立保育所および
　　　　認定こども園に新たに保育士として 2年以上の勤務が確実な方
　　　　①保育士登録後 1年以上経過している方で保育所、認定こども園等に保育士と
　　　　　して勤務経験がないか離職後 1年以上経過している方
　　　　②保育士資格を独学で取得しようとしている方
交付額　10万円（一人 1回限り）
申　請　申請書をこども課窓口または市ホームページより取得し、添付書類を添えて、直接こども課窓口へ提出
定　員　15人（定員を超えた場合は締め切る場合があります）

保育士としてのスタートを応援します！
小山市保育士就職準備金交付制度

問こども課☎22–9649

～皆さんが安心して育児ができるようにサポートします～

市ホームページ
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糖尿病を予防しよう！ 問健康増進課☎22–9520

　平成28年「国民健康・栄養調査（厚生労働省）」の結果によると、全国の糖尿病有病者（糖尿病が強く疑われる者）
の割合は男性16.3%、女性9.3％で、小山市の平成28年度の患者数は10,611人でした。糖尿病は、血液中の糖の
濃度が高く血管を痛めやすい状態で初期は症状がありません。そのため早期発見がとても重要ですので、まずは
健診を受診しましょう！
◆糖尿病とはどんな病気？　血液中のブドウ糖は、インスリンというホルモンにより調整されていますが、肥満
や食べすぎ、運動不足などにより、インスリンが足りなくなったり、働きが悪くなると、ブドウ糖が細胞に運ば
れなくなり、血液中にあふれてしまうことにより糖尿病を発病します。

◆糖尿病の発症や重症化を予防するには？～気をつけたい生活習慣～
過　食 メタボリックシンドロームを引き起こす原因の一つ。メタボは全ての疾患を引き起こします。
喫　煙 交感神経を刺激して血糖を上昇させるだけでなく、体内のインスリンの働きを妨げる作用があります。
飲　酒 多量飲酒は糖尿病発症を促進する可能性があります。また腎不全の危険因子となります。
運動不足 食後の血糖の過度の上昇を抑えづらくなり、血糖コントロールが難しくなります。

塩分のとりすぎ 血圧を上げ、糖尿病の合併症を進める要因です。
※病院に通院している方は生活習慣について主治医と相談し、自分に適した指示を受けてください

◆糖尿病を放置するとどうなるの？　糖尿病と診断されたら食事や運動など生活習慣を気を付けることで、状態
を悪化させず健康な生活を送ることも可能です。しかし、放置すると様ざまな合併症（糖尿病神経障害、糖尿病
腎症、糖尿病網膜症、脳梗塞、心筋梗塞など）を引き起こし、生活に多くの制限を伴う可能性があるため、重症
化を防ぐため血糖値のコントロールが重要です。また治療等が必要で受診していても、自覚症状が出にくいため
受診を中断してしまうと、血糖のコントロールがうまくいかず、重度の合併症を引き起こす場合もあります。

対　象　16歳～ 69歳の健康な方（65歳以上の献血については、60歳～ 64歳に献血の経験のある方に限ります）
　　　　その他、海外への渡航歴により献血をご遠慮いただく場合があります。

　献血によりいただいた血液は各種の血液製剤となり、医療機関にいる患者のもとへ届けられます。血液製剤に
は有効期限があるため、定期的、継続的な血液の確保が必要となります。

献血にご協力をお願いします！ 問健康増進課☎22–9526

献
血
会
場

○献血バス　実施予定日は「栃木県赤十字血液センター」ホームページをご覧ください。
　　　　　　イオン小山ショッピングセンターでは毎月１回実施しています。
○栃木県赤十字血液センター（宇都宮市今宮4-6-33、☎028-659-0111）
　毎日（1/1、1/2除く）9:00 ～正午/13:00 ～ 16:30（成分献血は9:00 ～ 11:00/13:00 ～ 15:30）
○うつのみや大通り献血ルーム（宇都宮市大通り2-1-5明治生命ビル1階、☎028-632-1131）
　毎日（12/31、1/1除く）9:30 ～ 13:00/14:00 ～ 17:30（成分献血は9:30 ～正午/14:00 ～ 16:30）

　「百歳体操」とは百歳になっても元気で過ごせるようにするた
めの体操です！年齢を重ねるにつれ、「最近、足腰が弱くなった」
と感じている方も少なくないと思います。市では高齢者の皆さ
まが地域で手軽に継続できる「いきいき百歳体操」を紹介して
います。
Ｑ1．百歳体操ってどんな体操なの？
　重りを手首や足首につけて行う体操です。準備体操～筋力運
動～整理体操で構成されており、30 ～ 40分程度の内容です。
上半身・下半身・全身の筋力、バランス能力等を鍛えます。

※継続的な実施を希望していただいた団体には、体操の実技指導を行う講師を4回派遣します。
　また、百歳体操のDVDをプレゼントします！

★まずは体験してみてください!!
　「おやま・まちづくり出前講座」のメニューに登録がありますので、ぜひお申し込みください。
　参加者を集めて（できれば10人以上）、会場を用意していただければ、講師を派遣します。
　【講座内容】介護予防の講話、百歳体操の説明および体験　【講座時間】概ね1時間

Ｑ2．どんな効果があるの？
　失禁予防や躓き・転倒予防、歩行能力やバランス能力の向上等、全体的な体力の改善・向上が期待できます！
また、体重・血糖値の安定化や骨粗鬆症の予防にも効果が期待できます！

問地域包括ケア推進課
　☎22–9616「いきいき百歳体操」～誰でもできる手軽な介護予防体操～
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「━」は休業、「○」は通常業務です。「※」は業務は行っていますが、貸館・開館は行いません。

①
市
民
課
・
出
張
所
窓
口
業
務

　
12
月
29
日
㈯
か
ら
１
月
３
日
㈭
ま

で
の
戸
籍
届
出
は
、
市
役
所
宿
直
室

（
北
側
出
入
口
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
１
月
４
日
㈮
の
週
と
７
日
㈪
の
週

の
市
民
課
窓
口
は
大
変
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
可
能
な
範
囲

で
日
に
ち
を
ず
ら
し
て
来
庁
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
☎
�
９
４
０
２

②
家
庭
ご
み
の
収
集
と
直
接
搬
入

■
家
庭
ご
み
の
収
集

　
12
月
は
29
日
㈯
ま
で
、
１
月
は
４

日
㈮
か
ら
日
程
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
７
６

■
直
接
搬
入

　
12
月
は
30
日
㈰
ま
で
、
１
月
は
４

日
㈮
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
12
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰
は
特
別
に

開
場
し
ま
す
。
年
末
は
混
雑
し
ま
す

の
で
早
め
に
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す

受
付
時
間
　
８
時
半
～
11
時
半

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
半

粗
大
ご
み
・
多
量
ご
み
の
直
接
搬
入

問
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
１
９
４

プ
ラ
容
器
・
剪
定
枝
の
直
接
搬
入

問
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
０
�
３
３
１
０

③
小
山
聖
苑

　
休
苑
中
の
申
込
み
は
、
８
時
半
か

ら
21
時
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
☎
�
１
１
７
５
★

④
水
道
の
漏
水
な
ど

　
凍
結
防
止
対
策
を
心
掛
け
、
漏
水

な
ど
の
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
水
道
事
業
☎
�
０
３
６
８
★

⑤
図
書
館
の
本
の
返
却

　
休
館
中
の
本
・
雑
誌
の
返
却
（
分
館

含
む
）
は
中
央
図
書
館
の
返
却
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

紙
芝
居
・
他
館
か
ら
の
借
用
資
料
は
、

破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ポ

ス
ト
ヘ
の
返
却
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
中
央
図
書
館
☎
�
０
７
５
０

⑥
原
之
内
公
園
の
営
業
時
間

　
12
月
28
日
㈮
～
１
月
4
日
㈮
中
の
営

業
日
に
お
け
る
営
業
時
間
は
、
８
時
～
16

時
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
☎
�
８
０
６
０

夜
間
休
日
急
患
診
療
所

問
☎
�
８
８
８
０
★

休
日
急
患
歯
科
診
療
所

　12
月
31
日
㈪
～
１
月
３
日
㈭
の
10

時
～
正
午
、
13
時
～
16
時
で
す
。

問
☎
�
８
８
８
１
★

救
急
医
療
機
関
当
番

　
本
紙
21
ペ
ー
ジ
『
す
こ
や
か
通
信
』

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
HP
、
消
防

本
部
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
☎
�
６
６
６
０
★

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
１
８
０
・
９
９
２
・
１
９
０
★

新
小
山
市
民
病
院

　
急
患
は
二
次
救
急
（
重
症
患
者
）

の
診
察
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
☎
�
０
２
０
０
★

期　日 時　間

12月28日㈮
～ 29日㈯

19:00
～22:00

12月30日㈰
～ 1月3日㈭

10:00
～正午

13:00
～17:00

18:00
～21:00

施　設　名 平成30年12月 平成31年1月 問合せ（電話番号）28㈮ 29㈯ 30㈰ 31㈪ 1㈫ 2㈬ 3㈭ 4㈮ 5㈯
①市役所 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎23–1111(代表)★
　市民課・出張所 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–9402
②中央清掃センター ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎24–3194
南部清掃センター ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎0280–33–3310
③小山聖苑 ━ ○ ○ ○ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–1175★
④水道事業 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎23–0368★
⑤中央図書館・小山分館・
　間々田分館・桑分館 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎21–0750

　(中央図書館)
⑥体育施設 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎22–9877、9878
　原之内公園のみ ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎27–8060
県南体育館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ※ ○ ☎21–0021
県立温水プール館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ※ ○ ☎22–4617
生涯学習センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–9111
博物館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ※ ○ ☎45–5331
車屋美術館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎41–0968
文書館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎25–7222
文化センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–9552
中央公民館 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–9562
ふれあい健康センター ○ ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎30–3700
消費生活センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–3711

児童センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎27–0594(駅南)
☎24–0629(城北)

子育て支援総合センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎24–1012
※ほほえみは☎22–3477

新小山市民病院 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎36–0200★

市
役
所
は
12
月
29
日
㈯
か
ら
１
月
３
日
㈭
ま
で
休
み
に
な
り
ま
す
。

主
な
施
設
の
休
業
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
★
印
の
電
話
番
号
は
休
業
中
も
問
合
せ
で
き
ま
す

年
末
年
始
の
各
施
設
業
務
の
ご
案
内
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▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

環境都市宣言 (2008年 ) から 10年
～コウノトリの長期滞在が実現！～

　環境都市宣言から 10 年後の今年、「渡良瀬遊水地」に、
コウノトリが半年以上定住するという 10 年前の「夢」
が「現実」となりました。
　小山市は 2008 年 6 月環境都市宣言をしました。そ
して、その宣言の中で、小山市の「水と緑と大地」の
豊かな「自然」を次代に引き継ぎ、持続可能な「生物
多様性」を守り育むことを決意し、世界の宝である「渡
良瀬遊水地」の、ラムサール条約湿地登録を市民の皆
さまとともに要望してまいりました。
　そして、2012 年 7 月 3 日、要望が叶って渡良瀬遊
水地が世界のラムサール条約湿地に登録され、市では、
この渡良瀬遊水地を保全、利活用するために、2014 年、

「渡良瀬遊水地関連振興 5 箇年計画」を策定し、「賢明
な活用の 3 本柱」として、第 1 に「治水機能の確保を
最優先としたエコミュージアム化」、第 2 に「環境にや
さしい農業を中心とした地場産業の推進」、第 3 に「コ
ウノトリ・トキの野生復帰」を、地方創生の目玉とし
て観光地化を進めています。
　第 1 の「エコミュージアム化」については、国土交
通省のご協力を得て、「湿地再生」として、2014 年に
8.6ha、2016 年に 6.2ha、昨年は 8.5ha、合わせて
23.3ha を新たに「浅い池」として整備していただきま
した。
　「湿地保全」として、小山市は、「ヤナギ・セイタカ
アワダチソウ除去作戦」や「おさかなワイワイ大作戦」
といった市民の皆さまのご協力のもと、外来種対策を
実施しています。
　第 2 の「環境にやさしい農業を中心とした地場産業
の推進」については、渡良瀬遊水地の周辺水田において、
農家のご協力により、無農薬・無化学肥料栽培によ
る、「ふゆみずたんぼ」を 9ha、「なつみずたんぼ」を
31ha 実施し、さらに減農薬・減化学肥料の特別栽培米

「生井っ子」を 40ha 栽培しており、多様な生きものを
育む田んぼづくりを推進しています。
　さらに、ふゆみずたんぼを実施している農家の所得
向上と経営安定を目的に、「ラムサールホンモロコ」や

「ラムサールナマズ」の養殖に取り組んでいます。
　第 3 の「コウノトリ・トキの野生復帰」については、
コウノトリ・トキの野生復帰に向けて渡良瀬遊水地の
湿地の保全活動や環境にやさしい農業の推進により、
コウノトリのエサ場の確保と、飛来したコウノトリが、
安心して巣づくりを行えるよう、コウノトリの人工巣
塔の設置に取り組んでいます。
　これまで、渡良瀬遊水地周辺水田に 4 基の人工巣塔
を設置しましたが、今年の 2 月 23 日に設置した 5 基
目は、国土交通省のご協力のもと、初めて渡良瀬遊水
地第 2 調節池内に設置しました。
　この渡良瀬遊水地の「賢明な活用の 3 本柱」の取組
みに応えるかのように、2016 年に千葉県野田市で放鳥
されたコウノトリ（ひかる君、オス 3 歳）がこの人工
巣塔に翌 24 日から、枯枝・枯草を運ぶ営巣行動を見せ
てくれました。
　これまで小山市には、2014 年から 5 年連続でコウ
ノトリが飛来していますが、エサの少ない冬期飛来は
初めてで、その後も継続して人工巣塔での巣作りや遊

水地内および周辺水田での採餌に励んでおり、地域住
民との交流も深まっております。
　2008 年、小山市が環境都市を宣言して丁度 10 周年
の節目の今年、コウノトリの半年以上の長期滞在が実
現できましたことは私達の大きな喜びとするところで
あります。

　このことを受
け小山市を拠点
として 6 ヶ月と
な る 8月17日 ㈮
に、「ひかる」君
に特別住民票を
発行いたしまし
た。今後も渡良
瀬遊水地への「コ
ウノトリ・トキ
の野生復帰」の

取組みを推進し、「ひかる」君が安心して住み続けられ
る環境づくりを目指してまいります。
　小山市はこれまで、渡良瀬遊水地の賢明な活用を図
るために、市民への啓発活動、「コウノトリ・トキの舞
うふるさとおやまをめざす会」の設立、「渡良瀬遊水地
エコツーリズムガイド協会」の設立、さらに、ラムサー
ル条約湿地先進地の訪問等を実施してきましたが、こ
うした行政、市民が一体となった取組みが実を結び、
今年の、コウノトリの長期滞在を実現させたものと考
えており、ご協力・ご支援を頂いた関係者・関係機関
の皆さまにも、心から感謝を申し上げます。
第 9回おやま生まれのオレンジリボンたすきリレー開催
　10 月 21 日㈰、児童虐待防止の啓発のため、その象
徴である「おやま生まれのオレンジリボン」をたすきに
仕立てた、オレンジリボンたすきリレーを、全長約 12
㎞、小山御殿広場をスタートし、小山第二小学校、小山
駅、イオンモール小山、ハーヴェスト
ウォーク、若木小学校を経て市役所に
戻るルートで開催しました。
　使用された「たすき」は、全国各地
で開催されるオレンジリボンたすきリ
レーへと繋がれます。
栃木県・小山市国民保護共同図上訓練が行われました。
　10 月 30 日㈫、国民保護訓練を県と共同で、ロール
プレイング方式の図上訓練として、市で初めて実施し
ました。
　この訓練では、サリンが散布されるといったテロ攻

撃が行われたのち、爆発物を持っ
た犯人が人質を取り立てこもると
いった想定の下、市対策本部にお
ける事態認定前の初動対応や事態
認定後の国や県、関係機関との連
携の強化などを図りました。

おーラジが開局して１周年を迎えました！
　11 月 4 日㈰、小山市のコミュニティ FM「おーラジ」
が開局して 1 周年を迎え、「こどもパーソナリティ体験」
や市内各所にパーソナリティが出没する「ゲリラリポー
ト」、ロブレ 6F の催事場に特設ステージを設営し、小
山評定ふるさと大使の俳優 村上新悟さんを特別ゲスト
としてお迎えしての「公開生放送」、観覧テラスでの「抽
選会」などの記念イベントが行われました。
　「おーラジ」は、地域に根ざした情報を発信する、元
気で安全・安心な街づくりに貢献する放送局で、平常
時は、身近で魅力的な旬の情報を
毎日「生」放送しています。また、
万一の災害時には、気象情報や交
通情報等をリアルタイムに発信し、
市民の皆さまの安全・安心に寄与
します。
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1．募集内容
⑴食品・菓子類・地酒等
　小山市の産物が主たる原材料であることを原則とし、
安全で安心な産品のもので、継続して市場に供給され、
売り上げ実績があるもの。なお、新商品については、
継続的に市場へ供給されることを確認するため、1年間
の申請期間を設けます。
⑵工芸・芸能
次の①～③のいずれかに該当するもの
①国や県・市の伝統工芸（有形・無形文化財）になっ
　ているもの
②郷土に根ざしたもの、または小山市にしかないもの
③全国的な知名度を誇る等、小山市のイメージアップ
　に寄与するもの

　市では、豊かな自然と人びとの高い技術によって生み出される産品
をブランド化し、全国に発信していこうと「おやまブランド」の創生
運動を行っています。このたび、「おやまブランド」が市民の皆さまの
より身近なものになるよう、新たな「おやまブランド」を公募します。
さらなる隠れた逸品を、ぜひご応募ください。

新たな「おやまブランド」を公募します！

2．募集期間　12/3㈪～ H31.1/31㈭
※次回は7月～ 8月に行う予定です

3．応募方法　該当品がある場合は、事前に小山ブラン
ド創生協議会事務局へご相談ください。おやまブラン
ド選定基準に該当するときには「おやまブランド選定
申請書」を送付しますので、申請書に記入のうえ、郵送・
FAX・メール・直接持参のいずれかで、事務局まで。
4．選定　小山ブランド創生協議会において決定

（H31.4月予定）

問小山ブランド創生協議会事務局
　（商業観光課ブランド創生推進室内）
〒323–8686　小山市中央町1–1–1
☎22–9317・ＦＡＸ22–9260

d-kankou@city.oyama.tochigi.jp

おいしいヘルシーかんぴょう入り
小山評定開運焼き　味噌味

前回の選定品

問博物館☎45–5331※月曜日休館博物館後期講座

＜ハガキでの申込み方法＞ハガキに①講座名②郵便番号・住所③参加者全員の氏名・性別（学校学年、一般、保護者、
幼児）④電話番号を明記し、各必着日までに博物館（〒329-0214小山市乙女1-31-7）へ郵送してください。
※抽選結果・講座内容の詳細等は、後日郵送でお知らせします
※小学生には義務教育学校1 ～ 6年生、中学生には義務教育学校7 ～ 9年生を含みます

講座名 日　時 内容等　※参加費はいずれも無料 申込方法

石臼できな粉
作り体験

1/19㈯ 2回実施
①13:30 ～ 14:10
②14:20 ～ 15:00

定員：小学生～一般・各回10人程度（抽選）
会場：博物館 視聴覚室
内容：大豆を石臼でひいてきな粉を作ります。
備考：申込みハガキに希望時間を記入（複数申込み不可）

ハガキ
12/20㈭

必着

バード
ウォッチング

1/26㈯
9:30 ～ 11:30

定員：子ども～大人・40人（抽選）
会場：城山公園
内容：城山公園周辺で見られる野鳥を観察します。

ハガキ
12/27㈭

必着
歴史講演会

「河童談義～全国
各地の河童の妙薬
とその伝承～」

2/9㈯
13:30 ～ 15:00

定員：一般・50人（先着）　会場：博物館 視聴覚室
内容：知っているようで知らないお馴染みの妖怪「河童」の
正体を全国に残る河童伝承を元に読み解きます。
講師：古河歴史博物館　学芸員　立石尚之氏

電話
前日まで

甲冑マイスター
養成講座

4回シリーズ
2/3・10・17・24
いずれも日曜日

定員：中学生以上・15人（先着）　会場：博物館 視聴覚室
内容：甲冑の歴史の移り変わりについて学んだ後、試着用甲
冑を使って着方や着せ方を学びます。
講師：伊澤昭二氏

電話
前日まで

問秘書広報課☎22-9353
「小山・那須塩原 移住交流会」東京都内で開催

　小山市と那須塩原市が連携して取組んでいる移住・定住促進プロジェクトとして、昨年度に続き、
東京圏にお住まいの小山市、那須塩原市出身者（両市の学校出身者等）で移住・定住したいと考え
ている方を対象とした「交流イベント」を開催します。ぜひ、東京圏にお住まいで U ターンを考え
ているご家族、ご親戚、知人、友人等へご案内ください。
日　時　12/16 ㈰ 16:00 ～ 19:00（受付 15:30 ～）
会　場　TRAVEL　HUB　MIX（東京都千代田区大手町 2-6-2）
内　容　小山市・那須塩原市の魅力や移住・定住支援制度の紹介、参加者交流会
定　員　50 人程度（事前申込み制）　　参加費　1,000 円
申込み　申込み方法、詳細は専用サイト「ギュッ！として。小山・那須塩原」
　　　　（https://gyutto-on.jp/）でご確認ください 昨年度の様子



ごみの減量・資源化にご協力を！
　「可燃ごみ（燃やすごみ）」の量が増え続けています。このうち約3割は「資源ごみ」として出せるものです。
ごみの減量・資源化のため、ちょっとしたひと手間ですが、次の２つをお願いします。
①雑紙は「紙・布類」の日に出しましょう！
　ティッシュペーパーやお菓子などの箱、牛乳パック、トイレットペーパーの芯やチラシ（付箋やメモ用紙
などの小さな紙も含む）などの紙類を「可燃ごみ（燃やすごみ）」の日に出していませんか？大切な資源です。
手提げ部分が紙の紙袋や封筒などに入れるか、雑誌の間に挟むなどして「紙・布類」の日に出しましょう！
②プラ容器は、水で軽く洗ってから出しましょう！
　少しでも汚れているからと、プラ容器を可燃ごみとして出していませんか？約3割は、水で軽く洗えば、「プ
ラ容器」の日に出せるものです。プラ容器も貴重な資源です。汚れが落ちるものは、水で軽く洗って「プラ
容器」の日に出しましょう！

問環境課☎22–9286

お菓子の箱
テ ィ ッ シ ュ
の箱

ト イ レ ッ ト
ペ ー パ ー や
ラップの芯 牛乳パック

（袋から出ないようにひもでしばって）
紙袋に入れて出せます

関
東
ど
ま
ん
な
か

サ
ミ
ッ
ト
情
報

【
栃
木
市
】

●
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
味
わ

う
「
と
ち
ぎ
江
戸
料
理
」
ラ
ン
チ

　「
横
山
郷
土
館
」（
栃
木
市
入
舟

町
）
の
美
し
い
日
本
庭
園
を
眺
め

な
が
ら
、
小
江
戸
栃
木
の
古
く
て

新
し
い
味
覚
を
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

メ
ニ
ュ
ー
　
蔵
の
街
弁
当
Ａ

２
千
160
円
、
歌
麿 

雪
月
花
弁
当

「
花
」
千
295
円
　
な
ど

時
間
　
11
時
半
～
13
時
半

休
館
日
　
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は

翌
平
日
）

予
約
　
ご
利
用
の
１
週
間
前
ま

で
に
横
山
郷
土
館
☎
０
２
８
２

�
０
１
５
９
（
９
時
～
17
時
）。

h
ttp

://to
ch

ig
i-ed

o
.jp

/
new

s/1014.htm
l

【
野
木
町
】

●
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ-

Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｉ 

イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
８

　
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
前
東
西
ロ
ー
タ

リ
ー
に
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
」、「
ペ
ガ

サ
ス
」、「
ペ
ン
ギ
ン
」
等
多
数
の

オ
ブ
ジ
ェ
が
登
場
す
る
な
ど
、
東

西
あ
わ
せ
て
約
８
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
が
冬
の
駅
前
を
華
や
か
に

彩
り
ま
す
。

点
灯
期
間
　
11
／
22
㈭
～
Ｈ
31
．

２
／
17
㈰

点
灯
時
間
　
日
没
後（
17
時
前
後
）

～
24
時

点
灯
場
所
　
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
前
東
西

ロ
ー
タ
リ
ー

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
周
辺
の

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
野
木
町
観
光
協
会（
産
業
課
内
）

☎
０
２
８
０
�
４
１
５
３

【
古
河
市
】

●
第
13
回
古
河
七
福
神
め
ぐ
り

　
年
の
初
め
に
幸
福
を
願
っ
て
七

福
神
を
巡
拝
す
る
福
め
ぐ
り
で

す
。
徒
歩
７
千
歩
、
約
２
時
間
の

コ
ー
ス(

約
4.5
㎞)

を
自
由
に
巡
拝

し
ま
す
。

日
時
　
Ｈ
31
．１
／
６
㈰
９
時
～
正
午

※
荒
天
中
止
。
９
時
前
の
巡
拝
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

会
場
　
Ｊ
Ｒ
古
河
駅
西
口
お
ま
つ

り
広
場

参
加
費
　
無
料(

押
印
台
紙
200
円)

問
古
河
市
観
光
協
会(

観
光
物
産

課
内)

☎
０
２
８
０
�
１
２
６
６

【
加
須
市
】

●
第
９
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大

会　
全
国
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
高

校
生
ク
ラ
イ
マ
ー
の
熱
い
戦
い
を

間
近
で
観
戦
し
よ
う
！

日
時
　
12
／
22
㈯
９
時
～
17
時

半
、
23
㈰
８
時
40
分
～
15
時
半

会
場
　
加
須
市
民
体
育
館
（
加

須
こ
い
の
ぼ
り
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
）（
加
須
市
下
三
俣

５
９
０
）

問
加
須
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
４
８
０
�
６
１
２
３

【
板
倉
町
】

●
ポ
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
展
２
０
１
８

　
東
毛
地
区
近
隣
の
作
家
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
展
。
個
性
的
な
イ
ラ
ス

ト
、
立
体
造
形
、
写
真
な
ど
が
多

数
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
間
　
12
／
６
㈭
～
16
㈰

会
場
　
わ
た
ら
せ
自
然
館
（
板
倉

町
海
老
瀬
４
６
６
３
ー
１
）

※
入
場
無
料

問
わ
た
ら
せ
自
然
館

☎
０
２
７
６
�
１
９
３
５
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大
橋
訥
庵
と
間
々
田
宿
の
田た
ぐ
ち
み
ょ
う
さ
い

口
妙
斎

　
粟
宮
の
大
橋
英
斎
（
医
師
）
の
次
男
知
良
が

宇
都
宮
の
豪
商
菊
池
家
の
娘
民
子
の
婿
と
し
て

菊
池
淡た

ん

雅が

を
名
乗
り
ま
し
た
。
淡
雅
は
「
佐
野

屋
」
と
い
う
屋
号
で
、江
戸
日
本
橋
で
太ふ

と
も
の物

（
綿
・

麻
織
物
）
や
古
着
な
ど
を
商
い
、
江
戸
屈
指
の

豪
商
と
な
り
ま
し
た
。
淡
雅
に
は
、
教
中
と
巻

子
と
い
う
二
人
の
子
供
が
い
ま
し
た
が
、
巻
子

の
婿
と
な
っ
た
の
が
清
水
（
大
橋
）
訥
庵
で
す
。

　
菩
提
寺
で
あ
る
本
郷
町
の
興
法
寺
に
は
、
菊

池
淡
雅
が
寄
納
し
た
仏
画
七
幅
が
栃
木
県
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

  

大
橋
訥
庵
は
江
戸
向
島
小
梅
村
で
「
思し

せ
い
じ
ゅ
く

誠
塾
」

と
い
う
塾
を
開
い
て
い
た
学
者
で
、
水
戸
藩
下

屋
敷
に
近
く
、
水
戸
藩
士
や
下
野
の
宇
都
宮
藩

士
が
門
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
訥

庵
は
、
勤
王
の
志
が
厚
く
、
ま
た
『
闢へ

き
じ
ゃ邪

小し
ょ
う
げ
ん

言
』

な
ど
多
く
の
著
書
は
幕
末
の
各
藩
の
人
々
の
間

で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　
訥
庵
は
、
桜
田
門
外
で
討
た
れ
た
井
伊
直
弼

の
後
に
老
中
と
な
っ
た
安
藤
対
馬
守
信
正
や
幕

閣
の
政
治
に
異
を
唱
え
幕
府
の
体
制
を
変
え
よ

う
と
し
ま
し
た
。
日
光
輪
王
寺
宮
、
徳
川
慶
喜

を
擁
し
て
兵
を
あ
げ
る
こ
と
を
画
策
し
た
り
、

ま
た
14
代
将
軍
「
家い

え
も
ち茂

」
と
孝
明
天
皇
の
妹

「
和

か
ず
の
み
や宮

」の
婚
姻（
公こ

う
ぶ
が
っ
た
い

武
合
体
）に
反
対
し
ま
し
た
。

　
一
連
の
計
画
は
門
弟
の
知
人
に
よ
る
密
告
で

露
見
し
た
こ
と
か
ら
文
久
２
（
１
８
６
２
）
年

１
月
12
日
幕
府
の
手
に
捕
え
ら
れ
ま
し
た
。
同

時
に
妻
巻
子
の
弟
菊
池
教

き
ょ
う

中ち
ゅ
うも

捕
え
ら
れ
ま
し

た
。
門
人
た
ち
は
、
訥
庵
等
の
逮
捕
に
よ
る
焦

り
か
ら
「
斬ざ

ん
か
ん奸

趣
意
書
」
を
懐

ふ
と
こ
ろに

し
て
、
３
日

後
の
15
日
に
登
城
す
る
老
中
安
藤
信
正
を
坂
下

門
外
で
襲
い
ま
し
た
が
、
護
衛
の
士
に
阻
ま
れ
、

下
野
本
吉
田
村
（
現
下
野
市
）
の
河
野
謙
三
を

は
じ
め
全
員
が
討
た
れ
計
画
は
失
敗
に
終
わ
り

ま
し
た
。
朝
廷
、
宇
都
宮
藩
、
佐
野
屋
な
ど
の

赦し
ゃ
め
ん免

嘆た
ん

願が
ん

が
奏そ

う
こ
う功

し
、
７
月
に
は
、
訥
庵
と
教

中
は
釈
放
さ
れ
ま
し
た
が
二
人
と
も
数
日
後
に

急
死
し
ま
し
た
。

　
坂
下
門
外
の
変
か
ら
５
年
後
の
慶
応
３

（
１
８
６
７
）
年
10
月
に
幕
府
は
政
権
運
営
を
朝

廷
に
返
し(

大た
い
せ
い
ほ
う
か
ん

政
奉
還)

、
12
月
に
王お

う
せ
い政

復ふ
っ
こ古

の

大
号
令
が
出
さ
れ
徳
川
幕
府
は
崩
壊
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
件
は
、
明
治
維
新
の
先
駆
け
で
も
あ

り
、
訥
庵
ら
は
後
に
新
政
府
か
ら
「
従じ

ゅ
し
い

四
位
」

に
叙じ

ょ

さ
れ
て
い
ま
す
。
粟
宮
の
大
橋
家
の
墓
所

に
は
訥
庵
等
の
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
訥
庵
は
間
々
田
の
人
々
と
の
交
流
も

あ
り
ま
し
た
。「
田
口
妙み

ょ
う
さ
い

斎
」
と
い
う
人
で
、間
々

田
宿
の
綿
屋
と
い
う
旧
家
で
、
蒙も

う
き
ゅ
う
ど
う

求
堂
と
い
う

塾
を
開
き
門
人
は
小
山
・
栃
木
・
鹿
沼
・
足
利

か
ら
千
人
を
数
え
ま
し
た
。
こ
の
塾
は
明
治
５

（
１
８
７
２
）
年
の
学
制
発
布
に
よ
り
間
々
田
尋

常
小
学
校(

現
間
々
田
小
学
校)

と
な
り
、
田
口

妙
斎
の
子
、
田
口
太
平
は
初
代
の
校
長
と
な
っ

て
い
ま
す
。
間
々
田
八
幡
宮
境
内
に
は
門
人
た

ち
が
妙
斎
の
功
績
を
讃
え
建
立
し
た
「
顕
彰
碑
」

が
あ
り
ま
す
。

小
山
歴
史
研
究
会
　
大
島
　
猛
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○190

大
橋
訥と

つ

あ

ん庵
と
坂
下
門
外
の
変

　
文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
１
月
15
日
、
江
戸
城
坂
下
門
で

幕
府
老
中
安
藤
対
馬
守
信
正
を
６
人
の
浪
士
が
襲
い
ま
し
た
。

襲
撃
を
計
画
し
た
の
は
尊そ

ん
の
う
じ
ょ
う
い
ろ
ん
し
ゃ

王
攘
夷
論
者
で
あ
っ
た
大
橋
訥
庵

と
い
う
人
で
、
襲
撃
し
た
浪
士
は
い
ず
れ
も
門
人
で
し
た
。

　
大
橋
訥
庵
は
上
野
（
群
馬
）
の
人
で
す
が
、
粟
宮
の
大
橋

家
を
継
い
だ
人
物
で
、
宇
都
宮
藩
士
の
身
分
で
も
あ
り
ま
し
た
。

襲
撃
の
動
機
は
、
安
藤
老
中
が
廃は

い
て
い帝
（
天
皇
を
退
位
さ
せ
る
）

の
動
き
や
、
幕
府
と
朝
廷
の
婚
姻
（
将
軍
家
茂
と
和
宮
）
等

を
強
行
し
た
た
め
で
す
。

　
安
藤
信
正
は
江
戸
城
内
に
逃
げ
込
み
難
を
逃
れ
ま
し
た
が
、

襲
っ
た
６
人
は
護
衛
の
士
に
よ
っ
て
全
員
が
闘
死
し
ま
し
た
。

菊池淡雅と大橋訥庵顕彰碑
（粟宮大橋家墓所）

田口妙斎顕彰碑（間々田八幡宮）
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●
イ
ベ
ン
ト

ポ
ケ
ッ
ト
の
会　

ク
リ
ス
マ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
12
／
12
㈬
10
時
15
分
～
11

時
15
分

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
。
申
込
み
不
要

問
こ
ど
も
課
☎
�
９
６
１
４

「
カ
シ
オ
ペ
ヤ
座
を
見
つ
け
よ
う

～
す
ば
る
を
見
よ
う
～
」

日
時
　
12
／
８
㈯
18
時
～
19
時
半

会
場
　
生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
お
や
ま
生
井
支

店内
容
　
ほ
っ
し
ー
★
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

号
で
の
天
体
観
望
会

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
。
当

日
、
実
施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電

話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

※
当
日
11
時
～
12
時
半
に
、
博
物

館
駐
車
場
に
て
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

第
40
回
小
山
市
消
費
生
活
展

テ
ー
マ
　
と
も
に
築
こ
う
　
豊
か

な
消
費
社
会
　
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い

期
日
　
12
／
８
㈯

会
場
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
小
山
１
階

専
門
店
街
サ
ク
ラ
コ
ー
ト
周
辺

内
容
　
『
自
立
し
た
消
費
者
』
を

目
指
し
て
、
様
ざ
ま
な
展
示
や
体

験
ス
ペ
ー
ス
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
を
通
し
て
消
費
者
力
を
ア
ッ

プ
し
ま
し
ょ
う
！

※
記
念
品
あ
り

問
小
山
市
消
費
生
活
展
実
行
委
員

会
事
務
局
（
生
活
安
心
課
）

☎
�
９
２
８
２

第
18
回
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
12
／
８
㈯
14
時
開
演
、
16

時
終
演
予
定
　

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

定
員
　
先
着
300
人

※
入
場
無
料
。
申
込
み
不
要

問
中
央
公
民
館
☎
�
９
５
６
２

M
O

N
G

O
L
8

0
0

 2
0

th

 A
N

N
IV

E
R

S
A

R
Y

 T
O

U
R

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
12
㈯
開
演
17

時
半

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

料
金
　
全
席
指
定
６
千
円
（
発
売

中
）

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

第
19
回
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
４
㈮
12
時
20

分
～
50
分

会
場
　
小
山
市
役
所
本
庁
舎
玄
関

ロ
ビ
ー

内
容
　
希
望
に
あ
ふ
れ
た
１
年
と

な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
小
山

児
童
合
唱
団
の
皆
さ
ん
の
歌
声
が

市
役
所
ロ
ビ
ー
に
響
き
渡
り
ま

す
。

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
８

●
ス
ポ
ー
ツ

第
１
回
親
子
ス
キ
ー
教
室

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
５
㈯
５
時
半

集
合
（
市
役
所
西
側
駐
車
場
）

会
場
　
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場

参
加
料
　
大
人
５
千
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
以
下
）
３
千
500
円

※
レ
ン
タ
ル
料
等
は
別
途
必
要

定
員
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
、
先

着
40
人

申
込
み
　
12
／
４
㈫
～
21
㈮
の
平

日
10
時
～
17
時
に
参
加
料
等
を
添

え
て
（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会

☎
�
５
８
５
６

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
5.5
㎞

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
６
㈰
８
時
45

分
集
合

コ
ー
ス
　
栃
木
駅
（
北
口
）
集
合

→
塚
田
歴
史
伝
説
館
→
横
山
郷
土

館
→
岡
田
記
念
館
→
ヤ
オ
ハ
ン
→

蔵
の
街
広
場
（
休
憩
）
→
近
龍
寺

→
神
明
宮
→
山
車
会
館
前
→
栃
木

駅
（
北
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課☎

�
２
６
９
５

※
当
日
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

第
３
回
子
ど
も
水
泳
教
室

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
10
～
３
／
14

の
毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）
17
時

半
～
18
時
半

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

定
員
　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
身

長
120
㎝
以
上
）
40
人

※
初
心
者
歓
迎
。
超
過
時
抽
選

内
容
　
水
な
れ
か
ら
バ
タ
足
、
ク

ロ
ー
ル

参
加
費
　
３
千
200
円
（
保
険
料
込

み
）

申
込
み
　
12
／
20
㈭
17
時
～
17
時

半
に
参
加
料
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
☎
�
４
６
１
７

第
24
回
小
山
市
新
年
水
泳
競
技
大

会
兼
第
５
回
小
山
市
マ
ス
タ
ー
ズ

水
泳
競
技
大
会
兼
第
２
回
障
が
い

者
水
泳
大
会

日
時
　
Ｈ
31
．
２
／
３
㈰
開
場
７

時
半
、
開
会
式
８
時
45
分
、
競
技

開
始
９
時

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

内
容
　
大
会
内
容
、
申
込
方
法
、

参
加
料
、
種
目
等
の
詳
細
は
、

小
山
市
水
泳
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp://o
ya

m
a-sw

im
.

co
m
/

）
の
大
会
要
項
等
を
参
照

く
だ
さ
い

問
同
協
会
事
務
局
・
菊
地
（
サ
ン

プ
ラ
ザ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
ウ

イ
ン
ズ
小
山
）
☎
�
７
２
７
３

小
山
市
ス
キ
ー
協
会
60
周
年
記
念

第
50
回
小
山
市
民
ス
キ
ー
大
会
（
兼

小
山
市
総
合
競
技
選
手
権
大
会
）

期
日
　
Ｈ
31
．
２
／
３
㈰

会
場
　
会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス

キ
ー
場

内
容
　
個
人
戦
お
よ
び
団
体
戦

（
大
回
転
２
本
の
合
計
タ
イ
ム
に

よ
り
競
う
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
お
よ

び
小
山
市
ス
キ
ー
協
会
登
録
者

参
加
料
　
小
・
中
・
高
校
生
500

円
、
大
学
・
一
般
２
千
円

申
込
み
　
12
／
４
㈫
～
Ｈ
31
．
１

／
16
㈬
の
平
日
10
時
～
17
時
に
参

加
料
等
を
添
え
て
（
公
財
）
小
山

市
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６
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●
お
知
ら
せ

宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト
プ

ラ
ザ
市
民
講
座
「
結
城
紬
と
篠
笛
の

夕
べ
」
（
第
４
回
）
一
般
公
開

日
時
　
12
／
９
㈰
14
時
～
16
時
半

（
開
場
13
時
半
か
ら
）

会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

定
員
　
100
人

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
　
宇
都
宮
大
学

教
育
学
部
　
佐
々
木
和
也
教
授

第
Ⅰ
部
　
「
結
城
紬
の
魅
力
を
伝

え
る
観
光
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
挑

戦
」
（
講
師
：
宇
都
宮
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
　
石
川
智
治
准
教

授
、
森
博
志
　
准
教
授
）

第
Ⅱ
部
　
篠
笛
コ
ン
サ
ー
ト
（
奏

者
：
狩
野
嘉
宏
氏
・
沼
本
玲
子

氏
）

※
参
加
無
料
。
申
込
み
不
要

問
総
合
政
策
課
☎
�
９
２
１
８

介
護
予
防
普
及
啓
発
講
演
会

み
ん
な
で
笑
っ
て
健
康
長
寿
！
～

は
じ
め
よ
う
！
で
き
る
こ
と
か
ら

コ
ツ
コ
ツ
と
～

日
時
　
12
／
15
㈯
13
時
半
～
15
時

会
場
　
間
々
田
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
し
ら
さ
ぎ
館
）

内
容
　
１
部
：
小
山
市
の
現
状
と

介
護
予
防
の
必
要
性
、
２
部
：
自

主
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
と
現
在

の
活
動
（
報
告
者
：
い
き
い
き
百

歳
体
操
は
ね
か
わ
）
、
３
部
：

笑
っ
て
元
気
!!
楽
し
い
笑
い
ヨ
ガ

※
参
加
無
料

申
込
み
　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
間
々
田
☎
�
２
０
７
１

都
市
計
画
に
係
る
案
の
縦
覧

　
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
に
都
市
計
画
の
案
を
縦

覧
し
ま
す
。

日
時
　
12
／
４
㈫
～
18
㈫

会
場
　
都
市
計
画
課

内
容
　
小
山
中
央
公
園
の
廃
止
等

お
よ
び
平
和
東
地
区
の
決
定

対
象
　
関
係
市
町
村
の
住
民
お
よ

び
利
害
関
係
人

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
０
３

自
死
遺
族
の
会

日
時
　
12
／
18
㈫
14
時
か
ら
（
偶

数
月
第
３
火
曜
日
開
催
）

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
・
・
・
、
そ
の
想
い

を
わ
か
ち
あ
え
る
会

対
象
　
親
近
者
だ
け
で
は
な
く
、

親
し
い
友
人
を
亡
く
し
た
方
で

も
、
つ
ら
い
思
い
を
抱
え
た
方
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
市
外
の
方
も
参
加
可
。
申
込
み

不
要

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者
の

申
請
に
つ
い
て

　
平
成
31
・
32
年
度
の
市
発
注
の

建
設
工
事
・
建
設
工
事
関
連
業
務

委
託
・
建
設
資
材
等
購
入
の
受
注

を
希
望
す
る
業
者
の
方
は
、
建
設

工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申

請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法
　
市
内
Ｈ
31
．
１
／
７

㈪
～
11
㈮
、
市
外
Ｈ
31
．
１
／
15

㈫
～
22
㈫
（
消
印
有
効
）
に
管
財

課
宛
て
書
類
を
郵
送

提
出
書
類
等
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
管
財

課
で
配
布

問
管
財
課
☎
�
９
３
２
３

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
12
／
10
㈪
～
16
㈰
は
「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で

す
。
拉
致
問
題
の
解
決
の
た
め
に

は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
人
権
推
進
課
☎
�
９
２
９
２

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
カ
ー
ド
を
配
布

し
て
い
ま
す

配
布
窓
口
　
福
祉
課
（
保
健
・
福

祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）

対
象
　
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
方
（
身
体
障
が
い
、
知
的

障
が
い
、
精
神
障
が
い
）
、
難
病

の
方
、
そ
の
他
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・

カ
ー
ド
を
必
要
と
す
る
方

●
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

　
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て

い
る
方
、
内
部
障
が
い
や
難
病
の

方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、
外
見

か
ら
は
要
支
援
者
で
あ
る
こ
と
が

判
断
し
に
く
い
人
が
、
周
囲
に
要

支
援
者
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
支
援
を
求
め
や
す
く
す

る
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

●
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　
災
害
時
や
緊
急
時
に
必
要
と
な

る
支
援
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
記
入

し
て
携
帯
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
支
援
を
得
ら
れ
や
す

く
す
る
た
め
の
紙
製
の
カ
ー
ド
で

す
。

問
福
祉
課

☎
�
９
６
２
４
・
FAX
�
２
３
７
０

任
意
加
入
で
年
金
を
増
や
し
ま
せ

ん
か
？

　
老
齢
基
礎
年
金
の
満
額
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
40
年
間
保
険
料

の
納
付
が
必
要
で
す
。
納
付
月
数

が
40
年
に
満
た
な
い
と
き
は
、
任

意
加
入
し
て
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で

の
間
、
保
険
料
を
納
付
し
、
年
金

額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
年
金
の
受
け
取
り
に
必

要
な
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場
合

に
は
、
70
歳
ま
で
加
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
日
本
国
籍
が
あ
り
、

海
外
で
居
住
さ
れ
て
い
る
方
も
任

意
加
入
す
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
加
入
手
続
等
詳
細
は
、
国
保
年

金
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎
�
９
４
１
６

計　画　図

平和東地区
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●
募
集

折
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
者
募

集日
時
　
12
／
15
㈯
10
時
～
正
午

会
場
　
博
物
館

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

定
員
　
25
人

参
加
費
　
100
円
　
※
折
紙
持
参

申
込
み
　
12
／
１
㈯
９
時
か
ら
車

屋
美
術
館
☎
�
０
９
６
８

桜
の
里
親
募
集

　
結
婚
記
念
、
子
ど
も
や
孫
の
誕

生
・
入
学
祝
な
ど
桜
の
里
親
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

種
類
　
市
の
花
「
思
川
桜
」
※
木

に
は
里
親
の
名
札
を
付
け
ま
す

里
親
の
役
割
　
桜
の
木
周
辺
の
草

取
り
や
清
掃
作
業

費
用
　
１
本
３
万
円
　

募
集
箇
所
　
「
渡
良
瀬
地
区
」
渡

良
瀬
遊
水
地
前
堤
防
上
500
ｍ
区
間

募
集
本
数
　
100
本
（
先
着
）

申
込
み
　
12
／
５
㈬
～
26
㈬
に
道

路
課
へ
直
接
（
電
話
で
の
申
込
み

不
可
）

問
道
路
課
☎
�
９
８
２
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
講
師
の
た

め
の
Ｑ
＆
Ａ
講
座

日
時
　
12
／
15
㈯
10
時
～
正
午

会
場
　
お
や
ま
～
る
・
研
修
室
1

定
員
　
先
着
20
人

講
師
　
神
山
英
子
先
生

参
加
費
　
会
員
200
円
、
非
会
員

２
千
200
円

申
込
み
　
小
山
市
国
際
交
流
協
会

☎
�
１
０
４
２

お
や
ま
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事

業
（
追
加
公
募
）　

　
農
業
者
と
商
工
業
者
等
が
連
携

し
て
、
小
山
産
の
農
畜
産
物
を
活

用
し
た
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
創
出
す
る
た
め
の
事
業
に
必
要

な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

※
審
査
・
認
定
有
り

募
集
期
間
　
12
／
28
㈮
ま
で

要
件
　
①
生
産
、
加
工
、
流
通
、

販
売
、
観
光
な
ど
が
連
携
し
た
共

同
事
業
で
あ
る
こ
と
、
②
申
請
者

に
農
業
者
・
農
業
団
体
が
必
ず

入
っ
て
い
る
こ
と
、
③
小
山
産
の

農
畜
産
物
な
ど
を
利
用
し
た
事
業

で
あ
る
こ
と

対
象
品
目
　
一
般
品
目
（
上
限

50
万
円
）
、
重
点
品
目
（
上
限

70
万
円
）
※
予
算
の
範
囲
内
で
額

の
調
整
有
り

問
農
政
課
☎
�
９
２
５
４

冬
休
み
親
子
料
理
教
室

日
時
　
12
／
22
㈯
・
23
㈰
10
時
半

～
13
時

会
場
　
道
の
駅
思
川

内
容
　
小
山
和
牛
の
お
も
て
な
し

料
理

定
員
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者
・
各
20
人
（
先
着
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

布
巾
２
枚

参
加
費
　
600
円

申
込
み
　
12
／
７
㈮
９
時
か
ら
農

政
課
☎
�
９
２
５
７

米
粉
は
と
む
ぎ
料
理
教
室

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
12
㈯
10
時
半

～
13
時

会
場
　
道
の
駅
思
川

内
容
　
は
と
む
ぎ
雑
炊
、
肉
団
子

の
黒
酢
あ
ん
か
け
、
ソ
イ
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ

定
員
　
20
人
（
先
着
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

布
巾
２
枚

参
加
費
　
500
円

申
込
み
　
12
／
10
㈪
９
時
か
ら
農

政
課
☎
�
９
２
５
７

一
般
公
募
上
級
救
命
講
習

日
時
　
12
／
23
㈰
９
時
～
18
時

（
受
付
８
時
半
か
ら
）

会
場
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

（
神
鳥
谷
１
７
０
０
番
地
２
）

定
員
　
先
着
20
人

対
象
　
小
山
市
、
野
木
町
に
在

住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
中
の
方

※
受
講
無
料
。
テ
キ
ス
ト
を
配
布

し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
。
筆

記
用
具
持
参
。
昼
食
各
自
で
用
意

申
込
み
　
12
／
１
㈯
～
15
㈯
に
消

防
署
、
各
分
署
ま
た
は
分
遣
所

問
消
防
署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６

ゆ
め
ま
ち
の
認
知
症
予
防
教
室

日
時
　
12
／
26
㈬
10
時
～
正
午

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的

ホ
ー
ル

内
容
　
講
話
「
か
ら
だ
と
お
口
の

若
返
り
で
認
知
症
予
防
」
、
予
防

体
操

定
員
　
35
人
　
※
参
加
無
料

持
ち
物
　
上
履
き
、
飲
み
物

申
込
み
　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
山
総
合
☎
�
０
２
１
１

一
般
交
通
指
導
員
の
募
集

職
務
　
朝
の
時
間
帯
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
の
交
通
安
全
の
立
哨

募
集
地
区
・
人
数
　
雨
ケ
谷
新
田

２
人
、
雨
ケ
谷
1
人
、
東
城
南
２

人
、
犬
塚
３
人
、
下
石
塚
１
人

対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

お
持
ち
の
方
。
概
ね
65
歳
ま
で
の

方
（
健
康
状
態
が
良
好
な
方
）

申
込
み
　
12
／
28
㈮
ま
で
に
生
活

安
心
課
に
直
接
履
歴
書
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
）
を
お
持
ち
の
上
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

問
生
活
安
心
課
☎
�
９
２
８
３

東
城
南
小
学
校
学
校
図
書
館
の
開

館
準
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
平
成
31
年
４
月
に
開
校
す
る

「
東
城
南
小
学
校
」
の
学
校
図
書

館
の
開
館
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

作
業
内
容
　
図
書
の
配
置
、
資
料

の
配
列
を
整
え
る
作
業

活
動
日
　
２
月
の
火
～
金
曜
日

(

土
・
日
・
月
曜
日
・
祝
日
以
外)

で
、
各
自
都
合
の
よ
い
日

活
動
時
間
　
①
９
時
～
正
午
、
②

13
時
～
16
時

活
動
場
所
　
東
城
南
小
学
校
図
書

室申
込
み
　
Ｈ
31
．
１
／
４
㈮
～
31

㈭
に
中
央
図
書
館
☎
�
０
７
５
４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
初
級
版
・
上
級
版
）

●
初
級
版

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
21
㈪
13
時
半

～
15
時

内
容
　
認
知
症
の
症
状
や
接
し
方

に
つ
い
て

定
員
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
・
30
人
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●
上
級
版

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
30
㈬
13
時
半

～
16
時

内
容
　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

対
象
　
初
級
版
を
修
了
し
た
市
内

在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
・
30
人

会
場
　
ど
ち
ら
も
保
健
・
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

※
参
加
無
料

申
込
み
　
初
級
版
：
Ｈ
31
．
１
／

16
㈬
ま
で
、
上
級
版
：
１
／
23
㈬

ま
で
に
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
�
９
８
５
３
・
９
６
４
８

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

肩
ほ
ぐ
し
ス
ロ
ー
ヨ
ガ
教
室

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
８
㈫
か
ら
毎

週
火
曜
日
（
全
12
回
）
14
時
～
15

時定
員
　
30
人

受
講
料
　
３
千
600
円

快
眠
の
た
め
の
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教

室日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
９
㈬
か
ら
毎

週
水
曜
日
（
全
12
回
）
19
時
半
～

20
時
半

定
員
　
若
干
名

受
講
料
　
３
千
600
円

ベ
ー
シ
ッ
ク
ヨ
ガ
教
室

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
10
㈭
か
ら
毎

週
木
曜
日
（
全
11
回
）
９
時
半
～

10
時
半

定
員
　
30
人

受
講
料
　
３
千
300
円

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が
指
導
す
る
筋
ト

レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
10
㈭
か
ら
毎

週
木
曜
日
（
全
11
回
）
11
時
～
正

午定
員
　
30
人

受
講
料
　
３
千
300
円
　

高
校
生
向
け
英
会
話
教
室
「
ア
メ

リ
カ
青
年
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
英

会
話
を
し
ま
す
。
一
緒
に
話
し
ま

し
ょ
う
。
」

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
10
㈭
か
ら
毎

週
木
曜
日
（
全
11
回
）
19
時
～
20

時定
員
　
若
干
名

受
講
料
　
無
料

英
会
話
教
室
「
マ
リ
セ
ル
さ
ん
と

英
語
で
話
し
て
み
よ
う
」

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
12
㈯
か
ら
毎

週
土
曜
日
（
全
11
回
）
10
時
～
11

時
半

定
員
　
20
人

受
講
料
　
４
千
400
円

ク
ラ
フ
ト
和
の
小
物
「
お
雛
様
つ

く
り
」
教
室

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
22
㈫
13
時
半

～
15
時
半

定
員
　
20
人

受
講
料
　
２
千
円
（
材
料
費
込
）

申
込
み
　
12
／
５
㈬
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

第
25
回
新
春
小
・
中
・
義
務
教
育

学
校
書
初
め
コ
ン
ク
ー
ル

日
時 

Ｈ
31
．
１
／
18
㈮
～
21
㈪

９
時
半
～
17
時
（
最
終
日
は
16

時
）

会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

課
題
　
１
年
生
「
さ
く
ら
」
、
２

年
生
「
あ
さ
日
」
、
３
年
生
「
お

も
い
川
」
、
４
年
生
「
美
し
い

空
」
、
５
年
生
「
水
の
流
れ
」
、

６
年
生
「
緑
の
大
地
」
、
中
学
１

年
生
・
義
務
教
育
学
校
７
年
生

「
古
城
春
色
」
、
２
年
生
・
８
年

生
「
小
山
評
定
」
、
３
年
生
・
９

年
生
「
歴
史
伝
統
」

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入

用
紙
　
横
24
㎝
×
縦
77
㎝

申
込
み
　
Ｈ
31
．
１
／
７
㈪
～
13

㈰
９
時
～
17
時
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

持
参

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

柔
軟
な
働
き
方
「
テ
レ
ワ
ー
ク
講

座
」

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
24
㈭
10
時
～

正
午

会
場
　
中
央
公
民
館
会
議
室
（
パ

ソ
コ
ン
室
）

定
員
　
興
味
の
あ
る
方
20
人

※
受
講
無
料
。
託
児
あ
り
（
託
児

希
望
の
場
合
は
Ｈ
31
．
１
／
18
㈮

ま
で
に
要
申
込
み
）

申
込
み
　
男
女
共
同
参
画
課

☎
�
８
０
７
８

マ
マ
の
た
め
の
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
29
㈫
９
時
半

～
11
時
半

会
場
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
八
幡
町
１
ー
４
ー
５
）

定
員
　
市
内
在
住
の
育
児
中
の
母

親
等
10
人

※
受
講
無
料
。
託
児
あ
り
（
託
児

希
望
の
場
合
は
Ｈ
31
．
１
／
18
㈮

ま
で
に
要
申
込
み
）

申
込
み
　
男
女
共
同
参
画
課

☎
�
８
０
７
８

小
山
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
推
進
事
業
者
認
定
事
業
の
募

集　
男
女
共
に
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
者
を
認
定
し
、
取
組
内
容

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

募
集
対
象
　
以
下
の
項
目
に
取
り

組
む
市
内
事
業
者

①
仕
事
と
家
庭
生
活
の
調
和
を
図

る
た
め
の
積
極
的
な
取
組

②
女
性
労
働
者
の
能
力
発
揮
を
促

進
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組
　

③
地
域
に
お
け
る
子
育
て
、
ふ
れ

あ
い
活
動
等
の
地
域
貢
献
活
動
を

推
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
男
女
共
同
参
画
課☎

�
８
０
７
８

紬
織
物
製
織
伝
習
生
・
紬
織
物
技

術
研
究
生
の
募
集

研
修
内
容
　
伝
習
生
：
結
城
紬
の

製
織
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
お

よ
び
技
術
の
習
得
。
研
究
生
：
伝

習
生
修
了
者
ま
た
は
同
等
の
技
術

を
有
す
る
者
を
対
象
と
し
、
よ
り

高
度
な
知
識
お
よ
び
技
術
の
習
得

定
員
　
伝
習
生
：
６
人
。
研
究

生
：
２
人

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接
試

験
等

申
込
み
　
Ｈ
31
．
１
／
９
㈬
ま
で

に
必
要
書
類
を
紬
織
物
技
術
支
援

セ
ン
タ
ー
に
提
出
☎
�
０
０
０
９



ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教

室日
程
　
①
12
／
15
㈯
、
Ｈ
31
．
１

／
５
㈯
輪
織
り
麻
ひ
も
バ
ッ
グ
作

り
、
②
12
／
19
㈬
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト

「
お
正
月
飾
り
を
作
ろ
う
」
、
③

12
／
22
㈯
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
で

作
る
小
さ
な
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
費
　
①
千
円
、
②
500
円
、
③

700
円

※
時
間
・
詳
細
は
要
問
合
せ

申
込
み
　
12
／
５
㈬
か
ら
お
や
ま

本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

☎
�
６
４
７
７

渡
良
瀬
遊
水
地
チ
ュ
ウ
ヒ
ね
ぐ
ら

入
り
観
察
会 

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
12
㈯
15
時
集

合
（
市
役
所
西
側
駐
車
場
）

内
容
　
渡
良
瀬
遊
水
地
の
シ
ン
ボ

ル
バ
ー
ド
で
あ
る
チ
ュ
ウ
ヒ
の
ね

ぐ
ら
入
り
観
察
会

定
員
　
先
着
30
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム

サ
ー
ル
推
進
課
☎
�
９
３
５
４

第
2
弾
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
ち
ぎ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

２
０
１
８
」

　
Ｈ
31
．
１
／
18
㈮
ま
で
に
、
県

内
の
販
売
店
舗
で
対
象
の
省
エ
ネ

家
電
製
品
へ
買
換
え
て
応
募
い
た

だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
約
100

人
に
様
ざ
ま
な
景
品
を
進
呈

応
募
資
格
　
栃
木
県
内
在
住
、
通

勤･

通
学
者

応
募
対
象
商
品
　
Ｈ
30
．
６
／
１

㈮
以
後
に
購
入
し
た
①
ま
た
は
②

①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン

プ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具

②
統
一
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
ベ
ル
の

多
段
階
評
価
で
４
つ
星
以
上
の
冷

蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
温

水
洗
浄
便
座

申
込
み
　
ア
．
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ

Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
ち
ぎ
」
総
合

サ
イ
ト
か
ら
応
募
（h

ttp
s://

w
w

w
.coolchoicetochigi.jp/

challenge/index.htm
l

）

イ
．
販
売
店
等
で
配
布
さ
れ
る
チ

ラ
シ
裏
面
の
応
募
用
紙
に
よ
り
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

問
栃
木
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
２
９
ー

１
１
９
８
宇
都
宮
市
下
岡
本

町
２
１
４
５
ー
１
３
、
☎

０
２
８
・
６
７
３
・
９
１
０
１
、
FAX

０
２
８
・
６
１
２
・
６
６
１
１
）

平成31年農業用免税軽油に係る申請について
問栃木県税事務所 軽油引取税調査担当

☎0282-23-6882
　栃木県では、毎年１月に農業用の軽油引取税免税証を
一括して交付しています。小山市においては、栃木県庁
小山庁舎福利厚生棟2階（小山市犬塚3-1-1）で申請を受
け付けます。

受付日
受付時間・対象地区

午前
（9:00 ～ 11:30）

午後
（13:00 ～ 15:30）

1/10 ㈭ 中地区 大谷地区
1/11 ㈮ 寒川地区 穂積地区
1/15 ㈫ 豊田地区（両毛線南側）豊田地区（両毛線北側）
1/16 ㈬ 生井地区 絹地区
1/17 ㈭ 間々田地区 桑地区
1/18 ㈮ 共同・受委託 共同・受委託

※朝一番、午後一番の時間帯は混雑します。遅い時間帯
　が比較的スムーズです
※更新手数料は420円です。つり銭の無いようご協力を
　お願いします

12月の行政テレビ 問秘書広報課☎22-9353
時期 市役所からこんにちは

上旬 ■税制改正
■新たなおやまブランド募集　等

中旬 ■年末の交通安全市民総ぐるみ運動
■博物館後期講座　等

下旬 ■小山の初市・だるま市
■いきいき百歳体操　等

随時 ■イベント情報
■英会話講座「G'day OYAMA」

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビ＜デジタル101ch＞

小山市コミュニティ FM「おーラジ」77.5MHz
で放送中！（7:00 ～ 21:00毎日生放送）

問秘書広報課☎22-9353
　16人のパーソナリティが市の身近で魅力的な
情報を毎日「生」放送。万一の災害時には、気
象情報や交通情報等をリアルタイムに発信して
います。また『OYAMA開運ラジオ』（平日の正
午～ 13:00）では、市役所からの旬な情報をお
送りしています。皆さまぜひお聞きください。

広報小山2018.12月号　18

移動昆虫展 問博物館☎45-5331
日時　12/22㈯～ 27㈭10:00 ～ 17:00

（22㈯は13:00から。入場は16:30まで）
会場　生涯学習センター（ロブレ6階）
観覧料　無料
展示資料　当館所蔵昆虫標本
展示構成　Ⅰ昆虫とは、Ⅱ世界の昆虫・
日本の昆虫、Ⅲ昆虫の持つ驚きの能力、
Ⅳ渡良瀬遊水地の昆虫、Ⅴ栃木県の絶
滅危惧種

平
成
30
年
秋
の
叙
勲

　
永
年
に
わ
た
り
各
界
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
評

価
さ
れ
、
２
人
の
方
が
叙
勲

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章（

調
停
委
員
）

塩し
お
ざ
わ澤

　
邦ほ

う
み美 

氏
（
中
央
町
）

　
１
９
９
２
年
か
ら
民
事
調
停

委
員
。
１
９
９
９
年
か
ら
司
法

委
員
。
２
０
１
１
年
に
藍
綬
褒

章
受
賞
。

※
受
賞
者
の
う
ち
お
一
人
は
、
ご
本
人

の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん



事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
「
働
き
方
」

が
変
わ
り
ま
す
!!

　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
働

き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行

さ
れ
ま
す
。
長
時
間
労
働
の
是

正
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実

現
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な
い

公
正
な
待
遇
の
確
保
等
の
た
め

の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
関
連
法

令
が
改
正
さ
れ
ま
す
▽
問
栃
木

労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
☎

０
２
８
・
６
３
３
・
２
７
９
５

確
認
し
ま
し
ょ
う
！
最
低
賃
金

　
栃
木
県
最
低
賃
金
は
時
間

額
８
２
６
円
で
す
（
改
正
発

効
日
10
／
１
）
▽
問
栃
木
労

働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
０
９

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
平
成
31
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

300
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
▽
出
願
期
間
：
第
１
回
Ｈ

31
．
２
／
28
㈭
ま
で
、
第
２
回

３
／
17
㈰
ま
で
▽
資
料
を
無
料

で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
▽
問
放

送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
８
・
６
３
２
・
０
５
７
２

地
方
独
立
行
政
法
人
栃
木
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
職
員
募
集

　
募
集
職
種
：
医
療
事
務
（
診

療
情
報
管
理
士
）
▽
雇
用
予
定

期
間
：
２
０
１
９
．
４
／
１
～

２
０
２
０
．
３
／
31
▽
若
干
名

▽
随
時
受
付
（
ま
ず
は
お
電
話

を
）
▽
問
同
セ
ン
タ
ー
総
務
課
☎

０
２
８
・
６
５
８
・
５
１
５
１

マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専
門
学
校
・

小
山
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
「
市

民
公
開
講
座
」

　
①
12
／
５
㈬
11
時
40
分
～
12
時

10
分
「
親
子
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
教

室
」
（
未
就
学
児
と
保
護
者
）
、

②
12
／
６
㈭
14
時
～
15
時
「
冬
の

感
染
症
に
注
意
！
」
、
③
12
／
11

㈫
10
時
半
～
11
時
半
「
お
口
の
健

康
を
守
ろ
う
」
（
60
歳
以
上
）
、

④
12
／
20
㈭
17
時
半
～
18
時
15
分

「
妊
娠
に
適
齢
期
が
あ
る
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
（
高
校
生

以
上
）
、
⑤
12
／
21
㈮
18
時
45
分

～
20
時
45
分
「
子
ど
も
と
親
の
関

係
を
考
え
る
【
実
践
編
】
」
▽ 

ま
ろ
に
え
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
（
ロ

ブ
レ
６
階
）
▽
無
料
▽
当
日
会
場

に
て
受
付
▽
問
同
校
☎
０
２
８
２

�
０
０
３
０

県
立
博
物
館
12
月
の
行
事

　
第
122
回
企
画
展
・
藤
原
秀
郷
ー

源
平
と
並
ぶ
名
門
武
士
団
の
成

立
ー
12
／
９
㈰
ま
で
▽
テ
ー
マ

展
・
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の
暮
ら
し

12
／
22
㈯
～
４
／
７
㈰
▽
県
博

デ
ー
12
／
16
㈰
（
博
物
館
コ
ン

サ
ー
ト
／
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

／
キ
ッ
ズ
ツ
ア
ー
／
学
芸
員
の

と
っ
て
お
き
講
座
）
▽
問
同
館
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
２

関
東
能
開
大
セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
31

年
１
月
）

　
数
値
処
理
に
よ
る
Ｐ
Ｌ
Ｃ
制
御

技
術
、
ア
ナ
ロ
グ
回
路
の
設
計
・

評
価
技
術
（
ダ
イ
オ
ー
ド
・
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
編
）
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
対
策
実
践
、
マ
イ
コ
ン
制
御

シ
ス
テ
ム
開
発
技
術
ー
Ｒ
Ｘ
マ
イ

コ
ン
編
ー
の
４
コ
ー
ス
▽
２
～
３

日
間
▽
10
～
20
人
▽
８
千
200
円
～

１
万
２
千
600
円
▽
問
同
校
☎
�

１
７
３
３

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校
技
能

講
習

　
３
次
元
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
５
人
・

Ｈ
31
．
１
／
９
㈬
～
11
㈮
・

３
千
520
円
）
、
ア
ー
ク
溶
接
特
別

教
育
（
20
人
・
２
／
６
㈬
～
８

㈮
・
４
千
950
円
）
▽
申
込
み
：
同

校
☎
０
２
８
４
�
０
８
０
３

県
立
学
悠
館
高
等
学
校
説
明
会

　
12
／
５
㈬
、
Ｈ
31
．
１
／
23
㈬

14
時
か
ら
▽
同
校
（
栃
木
市
沼
和

田
町
２
の
２
）
▽
駐
車
場
な
し
▽

入
学
・
転
入
学
・
編
入
希
望
者
ま

た
は
保
護
者
等
▽
説
明
会
前
日
ま

で
に
中
学
校
を
通
し
て
申
込
み
。

中
学
卒
業
者
は
同
校
へ
直
接
▽
問

同
校
☎
０
２
８
２
⒇
７
０
７
３

茨
城
県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学

院
・
学
院
生
募
集

　
機
械
シ
ス
テ
ム
科
、
電
気
工
事

科
（
一
般
入
学
者
選
考
試
験
Ｂ
日

程
）
、
金
属
加
工
科
（
第
３
回
入

学
者
選
考
試
験
）
▽
出
願
12
／
10

㈪
ま
で
▽
試
験
日
12
／
14
㈮
▽
問

同
学
院
訓
練
課
☎
０
２
９
６
�

１
７
１
４

通
信
制
大
学
院
合
同
入
学
説
明
会

　
12
／
15
㈯
11
時
～
16
時
▽
日

本
大
学
会
館
２
階
大
講
堂
（
東

京
都
千
代
田
区
九
段
南
４
―
８

―
24
）
▽
参
加
大
学
院
11
校
ご

と
に
ブ
ー
ス
で
教
職
員
が
入
学

相
談
に
応
じ
ま
す
▽
申
込
み

不
要
▽
無
料
▽
問
（
公
財
）

私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
☎

０
３
・
３
８
１
８
・
３
８
７
０

小
学
生
３
年
生
～
高
校
生
の
た
め

の
春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
参

加
者
募
集

　
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
▽
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・

英
語
研
修
・
文
化
交
流
・
地
域
見

学
・
野
外
活
動
等
▽
Ｈ
31
．
３
／

24
㈰
～
４
／
５
㈮
の
６
～
11
日
間

▽
小
３
～
高
３
・
各
10
～
20
人
▽

25
万
８
千
円
～
49
万
８
千
円
▽
申
込

み
２
／
１
㈮
ま
で
▽
説
明
会
（
東

京
会
場
）
１
／
12
㈯
・
19
㈯
▽
問

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

あ
な
た
に
も
打
て
る
や
さ
し
い
年

越
し
そ
ば

　
12
／
14
㈮
・
20
㈭
９
時
か
ら
▽

小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
め
ま
ち
」
▽
成
人
・
先
着

８
人
▽
出
来
上
っ
た
そ
ば
を
食

べ
た
り
、
お
持
ち
帰
り
で
き
ま

す
▽
材
料
費
等
千
500
円
▽
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
上
履
き
、
タ

オ
ル
持
参
▽
申
込
み
：
浅
野
☎

０
９
０
・
２
７
６
6
・
５
５
９
５

新
春
書
初
め
席
上
揮
毫
大
会

　
Ｈ
31
．
１
／
３
㈭
９
時
～
正
午

▽
道
の
駅
思
川
・
小
山
評
定
館
▽

小
・
中
学
生
・
先
着
60
人
▽
無
料

▽
申
込
み
：
12
／
20
㈭
ま
で
▽
藤

澤
☎
ま
た
は
FAX
�
７
８
３
２
▽
併

催
『
開
運
の
試
筆
・
大
人
と
こ
ど

も
の
作
品
展
』
（
１
／
４
㈮
～
６

㈰
10
時
～
16
時
）

百
人
一
首
で
遊
ぼ
う

　
12
／
21
㈮
13
時
半
～
15
時
半
▽

毎
月
第
３
金
曜
日
開
催
▽
城
山
・

サ
ク
ラ
・
コ
モ
ン
２
階
「
お
や
ま

～
る
」
研
修
室
▽
競
技
か
る
た

で
は
あ
り
ま
せ
ん
▽
申
込
み
不

要
▽
会
費
な
し
▽
問
塚
原
☎
�

１
４
７
２

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
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すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

広報小山 2018.12月号　20

乳幼児健康相談　　　　　（要申込）
日　時　平成31年1月16日㈬
　　　　計測のみの方　
　　　　　9:00 ～ 11:00
　　　　相談ありの方
　　　　　①9:00 ～ ②9:30 ～
　　　　　③10:00 ～④10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　12月17日㈪から☎22�9527

乳幼児健診　問☎22�9527
　対象者には約1か月前に通知を送りま
す。受診日時・会場等は通知をご確認
ください。
持ち物　母子健康手帳、問診票
■乳児健診
＊平成30年9月・10月生まれの乳児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
平成31年
2月5日㈫・13日㈬
3月1日㈮・13日㈬

保健・福祉センター

平成31年
2月20日㈬、3月18日㈪

健康医療介護
総合支援センター

■9か月児健康相談
＊平成30年4月・5月生まれの乳児対象
受付時間　9:30 ～ 10:15

期　日 会　場
平成31年
2月5日㈫・13日㈬
3月1日㈮

保健・福祉センター

平成31年
2月20日㈬、3月18日㈪

健康医療介護
総合支援センター

■1歳6か月児健診
＊平成29年7月・8月生まれの幼児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
平成31年
2月21日㈭・27日㈬
3月7日㈭・25日㈪

保健・福祉センター

平成31年
2月15日㈮、3月14日㈭

健康医療介護
総合支援センター

■2歳児歯科健診（全地区）
＊平成29年2月・3月生まれの幼児対象
受付時間　①9:15 ～ 9:45
　　　　　②10:15 ～ 10:45

期　日 会　場
平成31年
2月6日㈬・21日㈭
3月7日㈭・13日㈬

保健・福祉センター

■3歳児健診（全地区）
＊平成27年11月・12月生まれの幼児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
平成31年
2月6日㈬・14日㈭・26日㈫
3月6日㈬・15日㈮・22日㈮

保健・福祉
センター

もぐもぐひろば　　　　  （要申込）
日　時　平成31年1月28日㈪
　　　　9:45 ～ 11:00（受付9:30 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中の児とその保護者
内　容　離乳食のお話、フリートーク
定　員　先着20組
申込み　平成31年1月7日㈪8:30から
　　　　☎22�9527

マシンを使った高齢者筋力向上ト
レーニング「金曜コース」（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上で介護保険を受けていな
　　　　い方、医師からの運動制限がなく
　　　　市が定める禁止基準に該当しない方
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3か月）
※9:30 ～ 16:00の間で自由利用
※初回オリエンテーション（定員1日6人）
※利用は年度内2回まで（1回目終了3
か月後から2回目受付可）
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22�9616・9647

食生活改善推進員による
「おやこの食育教室」　　  （要申込）
　食生活や健康のお話を聞き、親子で
楽しく料理を作りましょう。
日　時　平成31年1月19日㈯
　　　　9:45 ～（受付9:30 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　市内在住の年長～小学生の子
　　　　どもとその保護者
持ち物　エプロン・三角巾
定　員　先着20人
参加費　1人600円程度
申込締切　平成31年1月11日㈮
　　　　（定員になり次第〆切）
問☎22�9607

薬物依存症家族の集い
　「薬物依存症ってなんだろう？」「家族
はどう関わったら良いのかわからない」
同じような問題を抱えている他のご家族
と一緒に話してみませんか?
　初めて参加を希望される方は、職員
による事前面談があります。まず、お
電話でご連絡ください。
日　時　平成31年1月10日㈭
　　　　13:30 ～ 15:00
会　場　栃木県庁小山庁舎
　　　　（小山市犬塚3�1�1）
問県南健康福祉センター☎22–6119

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～

（無料・要申込）
日　時　12月20日㈭
　　　　13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み
　　　　物、タオル、ヨガマット（お
　　　　持ちの方）
申込み　☎22�9607

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（無料）
　病気との向き合い方を学んだり、話
し合いの時間を持ったりする場です。
　病気でつらい気持ち、ひとりで抱え
ていませんか？がんの種別は問いませ
ん。どなたでも、お気軽にご参加くだ
さい。医師・看護師・薬剤師・管理栄
養士・社会福祉士・理学療法士・臨床
心理士・事務職員がサポートします。
日　時　平成31年1月10日㈭
　　　　14:00 ～ 16:00
会　場　自治医科大学附属病院本館地
　　　　下1階スタッフラウンジ
内　容　・ミニレクチャー
　　　　　「終活について考えよう」
　　　　・自由な語り合い
　　　　・リラクセーション体験
問自治医科大学附属病院がん相談支援室
　☎0285�58�7107

第7回小山の地域医療を考える
市民会議　　　　　（無料・要申込）
　小山の地域医療を守り育てていくた
めに、市民、医療関係者、行政などが
一つになって、小山の医療の現状を学
んだり、地域医療を広めるための活動
をしています。ご興味のある方はどな
たでもご参加いただけます。
日　時　12月14日㈮
　　　　18:30 ～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27�0500

マタニティクラス
（はじめての妊娠コース）  （要申込）
日　時　①平成31年1月18日㈮
　　　　　9:30 ～ 14:40
　　　　②平成31年2月17日㈰
　　　　　13:10 ～ 16:00
会　場　保健・福祉センター
内　容　①オリエンテーション、パパ
　　　　ママ・赤ちゃんのためのサポー
　　　　ト制度、管理栄養士講話「食
　　　　事のポイント教えます！」、調
　　　　理実習・試食、産婦人科医師
　　　　講話「妊娠中の体の管理」、み
　　　　んなでトーキング「妊娠して
　　　　から何が変わった？？」
　　　　②家族学級（ご家族での参加
　　　　も可）、赤ちゃんのお風呂のお
　　　　話と実習、妊婦疑似体験、助
　　　　産師講話「妊婦さんの体と心
　　　　の変化、赤ちゃんの特徴につ
　　　　いて」
持ち物　母子健康手帳、
　　　　①はエプロン・三角巾
参加費　テキスト代250円、
　　　　調理実習材料代600円
申込み　☎22�9527
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問健康増進課☎22–9508

1 月の一次救急医療機関

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251�7
　　　（健康医療介護総合支援センター内）
☎39�8880・FAX39�8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251�7
　　　（健康医療介護総合支援センター内 )
☎39�8881・FAX39�8883
日時　日曜・祝日・振替休日・
　　　年末年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科
診療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3
薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2�4�3 ☎44�7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1�15�4 ☎53�1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31�1331
④ 杉村病院 小山市城山町2�7�18 ☎25�5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45�7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320�2 ☎0280�57�1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27�0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④

6 7 8 9 10 11 12
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
13 14 15 16 17 18 19
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
20 21 22 23 24 25 26
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
27 28 29 30 31
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥

 カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

　今まで日本人に多かった胃がんなどの死亡率は、早期発見・早期治療により年々
低下傾向にありますが、それにかわって増加しているのがもともと欧米人に多かっ
た大腸がんです。
　小山市では標準化死亡比（人口年齢構成の違いを除去して死亡率を比較するため
の指標）は男女とも年々高くなっており、また国や栃木県全体に比較してもかなり
高い状況にあります。
　大腸がんの原因としては、脂肪のとり過ぎで発がん性物質が生まれやすくなる
こと、便秘によって発がん性物質が排出されにくくなることなどが考えられます。食生活の欧米化で、肉類や脂
肪を多くとるようになり、かわりに食物繊維の多い穀類や海藻、野菜、きのこなどをとらなくなったことは、大
腸がんの急増に大きく影響しているといえます。

《大腸がん！こんな人は要注意！》
◆脂っぽいものが好き
◆便秘がちである
◆緑黄色野菜を食べない
◆家族や近親者に大腸がんにかかった人がいる
◆大腸にポリープができたことがある

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、
けいれんなど病院に行くか判断に困ったら

とちぎ子ども救急電話相談　#8000
月～土18:00 ～翌朝8:00　日・祝日8:00 ～翌朝8:00

※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028�600�0099

救急車を呼ぶ？病院に行く？
迷ったときは（概ね15歳以上）

とちぎ救急医療電話相談　#7111
毎日18:00 ～ 22:00

※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028�623�3344

《大腸がんの自覚症状》
◆排便時に出血
◆排便異常がある
◆腹痛

《大腸がんの予防法》
◆食物繊維の多い和食中心の食事を心がけましょう！
◆普段から便秘にならないように心がけましょう！
◆定期検診を必ず受けましょう！

　大腸がんは初期には自覚症状が少なく、
なかなか見つけにくいものです。年に 1
回の定期健診を受けて、大腸がんの早期
発見に努めましょう。

大腸がん予防について



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 20㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 25㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
 8･22㈫

10:00〜12:00
社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 10㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等
行政相談 12㈯10:00〜12:00

16㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 9㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 8･22㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 10㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 16･23㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談

不動産相談予約制 1月はありません
次回は 2/5㈫ 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 20㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制

27㈰9:00〜12:00
13:00〜16:00 納税相談室　納税課☎22–9444

人権相談 11㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

16㈬ 9:30〜11:30
19㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

5㈯14:00〜16:00
30㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

5㈯14:00〜16:00
23㈬ 9:30〜11:30 場所：間々田出張所

9㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
16㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 8㈫14:00〜15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

 15･29㈫
10:00〜15:00

   8･22㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
　15･29㈫は電話相談可
　　（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制 1月はありません 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 28㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 5･19㈯
13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談1

広報小山 2018.12月号　22

図書館つうしん（1月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
ままだ分館おはなしかい
( 間々田分館 ) 8 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 9 ㈬ 10:30
おやま分館ピッコロおは
なし会(小山分館) 11 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 13 ㈰ 14:00

おはなしウェンディ0・1・2 16 ㈬ 11:00
わくわくマルベリーおは
なし会（桑分館） 19 ㈯ 13:30

おこれんのおはなし会 20 ㈰ 14:00

はなしのこべやおはなしかい 27 ㈰ 14:00

■ 1月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　1㈫・2㈬・3㈭・7㈪・15㈫・21㈪・24㈭・28㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　1㈫・2㈬・3㈭・7㈪・14㈪・15㈫・21㈪・24㈭・28㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　1㈫・2㈬・3㈭・7㈪・14㈪・15㈫・21㈪・24㈭・28㈪  
   間々田市民交流センター入口の
　「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　1㈫・2㈬・3㈭・7㈪・14㈪・15㈫・21㈪・24㈭・28㈪  
　桑市民交流センターの
　「夜間・休館日用返却ポスト」へ

●年末年始の休館のお知らせ　　　　　　　　　問中央図書館☎21–0750
　中央図書館・小山分館・間々田分館・桑分館は、12/27㈭、12/29㈯〜 H31.1/3㈭の間、
資料整理と年末年始のため休館となります。この間、図書の返却は、中央図書館正面
入口の返却ポストのみご利用が可能です。各分館の返却ポストへは返却できませんの
でご注意ください。
　なお、他の休館日は通常どおり各館の「返却ポスト」をご利用いただけます。

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館からの
借用資料は、破損の恐れがありますのでポスト
への返却はご遠慮ください

日　時 会　場

9 ㈬
10:10 〜 10:40 もみじ保育所
12:55 〜 13:45 豊田南小学校

10 ㈭
10:10 〜 10:40 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

11 ㈮
10:00 〜 10:30 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

16 ㈬
  9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

17 ㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:50 〜 13:30 下生井小学校

18 ㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

22 ㈫
10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

23 ㈬
10:10 〜 10:40 絹保育所
12:40 〜 13:30 豊田北小学校

24 ㈭
  9:50 〜 10:20 穂積小学校
12:40 〜 13:20 羽川小学校

29 ㈫
10:10 〜 10:40 中久喜保育所
13:00 〜 13:50 間々田東小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

7･21㈪ 16:25〜17:05（40分間）
17:15〜17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
受付11/26㈪から　　時間9:00〜16:30



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■1月は市県民税（普通徴収）4期、国民健
康保険税（普通徴収）・後期高齢者医療保険
料（普通徴収）・介護保険料（普通徴収）7
期の納期月です。納期限は1月31日㈭です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日除く）
19:00までの納税窓口延長もご利用ください。
■1月の日曜納税相談窓口は1月27日㈰8:30
～17:15です。
■1月の自動電話催告は1月14日㈪18:00～
20:00、15日㈫18:30～20:30です。
問納税課☎22–9444

日

　時

1月5日㈯・6日㈰・12日㈯・13日㈰・
26日㈯・27日㈰　各8:30 ～ 17:15

※1月19日㈯・20㈰はコンピューターの保
守点検のため、市民課および城南出張所の
窓口を閉庁します。
※1月4日㈮および15日㈫は市民課の窓口が
大変混雑すると予想されます。ご面倒をお
かけしますが、可能な範囲で日にちをずら
してのご来庁をお願いします。

毎週火・木曜日19:00まで延長
します
※取扱い業務についてはお問合せ
ください

場

　所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22–9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻等）は、
本庁舎北側入口の宿直室にて受付し
ます。夜間等、緊急な場合は、宿直
室☎22–9420へご連絡ください。
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1月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、11月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ
1 日 ㈫ 元日
2 日 ㈬
3 日 ㈭

4 日 ㈮
市役所は 4 日から始まります
第 19 回ニューイヤー・ロビーコンサート 12:20 ～ 12:50 市役所正面玄関ロビー 行政経営課☎22–9318

5 日 ㈯
6 日 ㈰ みんなで歩け歩け運動 5.5 ㎞ 8:45 ～ 栃木駅（北口）集合 生涯スポーツ課☎21–2695
7 日 ㈪
8 日 ㈫
9 日 ㈬

10 日 ㈭
11 日 ㈮

12 日 ㈯
太陽観測会 11:00 ～ 12:30 博物館駐車場 同館☎45-5331
MONGOL800　20th　ANNIVERSARY TOUR 17:30 開演 文化センター大ホール 同センター☎22-9552
天体観望会 18:00 ～ 19:30 生井公民館 博物館☎45-5331

13 日 ㈰

14 日 ㈪
成人の日

小山の初市（だるま市） JR小山駅西口祇園城通り
およびまちの駅思季彩館 商業観光課☎22–9273

15 日 ㈫
16 日 ㈬
17 日 ㈭
18 日 ㈮

19 日 ㈯ 石臼できな粉作り体験【要申込】 13:30 ～ 14:10
14:20 ～ 15:00 博物館 視聴覚室 同館☎45-5331

20 日 ㈰
21 日 ㈪
22 日 ㈫
23 日 ㈬
24 日 ㈭
25 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617

26 日 ㈯
バードウォッチング【要申込】 9:30 ～ 11:30 城山公園 博物館☎45-5331
花桶かつぎ 17:00 頃 龍樹寺 寒川出張所☎38–1002

27 日 ㈰
28 日 ㈪
29 日 ㈫
30 日 ㈬
31 日 ㈭

政光くん・寒川尼ちゃん



編集・発行　小山市役所秘書広報課（〒323−8686 栃木県小山市中央町1−1−1 ☎0285-22-9353）
市の人口 167,840人（20増）、男性 84,891人（20増）、女性 82,949人（増減なし）、世帯数 69,342（23増）（11月1日現在）
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【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

10 月中の火災・救急

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
火災　1件(32件)　救急　720件(7,195件)

【小山警察署調べ】10 月中の交通事故
事故　32件(294件)　負傷者　37人(381人)　死者　0人(3人)
※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
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◦広報おやま
◦小山市公式ホームページ
◦おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22–9322


